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エ
リ
ア
施
設
等 

【フェーズ１】 各対象施設・エリアの利活用プラン案（たたき台）の作成 【フェーズ２】 各対象施設・エリアの利活用プラン案の設定 

現状・課題等整理 初動期の意向把握 
利活用プラン案 
（たたき台） 

地区住民アンケート 地区住民等ワークショップ 
近隣市若者子育て 
世代アンケート 利活用プラン案 

既存施設の現状 

※公園全体面積：約 2.8ha 

再生 
課題 

地域団体アンケート 

関係団体・事業者
ヒアリング 

まちづくり会議 
参加者への意見募集 
（求める機能充実） 

再生の 
方向性 
案 

導入機能案 
各既存施設の「満足度」 

と「利用頻度」 

導入機能案の「必要性」「利用頻度」 利活用プラン案の
掘下げ･新たな提案
の掘起し 

導入機能案の実現の
ための課題と解決に
向けた取組み検討 

あなたが住む地域の
公園において、あっ
たら利用したい機能 

再生の 
方向性 

再生 
整備 
事業 

導入機能案 
※アンダーライン部はフェーズ１の

たたき台から追加された機能案 導入機能案 
必要性順位･回答数 

 (エリア別) 

必要と回答した人を対象
とした想定利用頻度 

評価 

公
園
部 

●上段部（南西部） 

・生育した樹木が多い 

・ベンチ、テーブル、ブランコ、

滑り台、円形花壇が設置され

ている 

・メインゲートと公園に高低差があり階

段のみのアクセス 

（車いすは北側への迂回必要） 

●下段部（西側部） 

・生育した樹木が多い 

・北側からの車両通路があり、

沿道には桜並木があるが、特に

滞留空間としては利用されてい

ない 

●公衆トイレ 

・北側入口部に立地 

 

●
新
規
機
能
の
導
入
に
あ
た
っ
て
の
既
存
機
能
と
の
調
整 

●
地
区
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
連
動
し
た
金
剛
中
央
公
園
全
体
の
役
割
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
等
の
建
て
替
え
再
編
と
導
入
機
能
の
検
討 

[地域団体アンケート] 

●金剛地区をﾌｨｰﾙﾄﾞ
として活動する
可能性 

・回答のあった市内の市

民公益活動団体20団

体の内、16団体(約 8

割)が「活動･活動拡大

の可能性がある」、「条

件が整えば活動･活動

拡大の可能性があ

る」と回答 

●整備してほしい施設 

(第１位) 
集会施設(6 団体) 

(第２位) 
レンタルスペース 

（子育て、健康づくり） 

(5 団体) 
(第３位) 
公園、広場(3 団体) 

●活動を想定する場所 

・４対象施設・エリアの

内、金剛中央公園は

5 団体（約2 割）が活

動する場合の場所･施設

として選択 

●金剛中央公園
にあると活動
しやすくなると
思う施設機能 

(第１位) 
飲食店･ｶﾌｪ(7 団体) 

(第２位) 
駐車場(6 団体) 

(第３位) 
高齢者･障がい者施設 

(4 団体) 
(第４位) 
子育て支援･保育施設 

(3 団体) 

[関係団体･事業者 
ヒアリング結果] 

(意見概要) 

・「金剛中央公園整備計画案

(UR金剛団地自治会作成)」

を取り入れた市民の憩い

の場となる施設整備が示

された（多目的室･ホール、

プール・お風呂、噴水広

場、子どもの屋内遊び場･

水遊び場･空中歩道(バリ

アフリー化)）。 

・金剛中央公園で先導的

に来街者を誘引する事業を

進め、駅周辺の活性化

を図り、広域連携･エリ

アブランド化につなげる 

●青少年ＳＨ 

(機能充実) 
・カフェ、コンビニ 

(整備方法) 
・「金剛中央公園整

備計画案(UR 金剛

団地自治会作成)」

を取り入れた建替･

全面改修 

・SH と金剛プール

の一体化 等 

●公園部･金剛

中央グラウンド 

(機能充実) 
・シャワー室、 

グランドゴルフ、

ベンチ、噴水、 

グラウンド芝生化、

観戦スペース、 

駐車場、 

BBQができるｽﾍﾟｰｽ 

(整備方法) 
・民間ｽﾎﾟｰﾂ施設･

健康関連施設等と

の複合整備 

●園路・動線 

(機能充実) 
・ウォーキング、

ジョギングコース、 

 周遊路 

・案内標識、高齢者等

のためのスロープ

設置 

●公園活用 アイデア 

・健康プログラム 

（青空ヨガ、フット

サル教室、公園

内ラジオ体操） 
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①多様な憩い方が 

可能な広場 

 （木漏れ日がある

芝生広場） 

●公園部の満足度･

利用頻度 

・利用頻度は「利用してい

ない」が 68%と多く、満

足度については「わから

ない」が 35％、「どちら

でもない」が28％と利用

されておらず、関心も薄

いと考えられる 

①多様な憩い方が 

可能な広場 

 （木漏れ日がある 

芝生広場） 

●第１位（167 人） 
・全ての世代で１位
と地区住民には最
も求められる機能
と考えられる 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が44％

と比較的高い 高 

●掘下げ意見 

・ＢＢＱ施設の拡

充 

・アスレチック遊

具 

・休憩ベンチ 

・バリアフリー周遊路 

（入口のバリアフリー化） 

 

●課題 

・ＢＢＱ施設は管理

の問題あり 

・金剛ショッピング

モール側のメイン

ゲートのアプローチ

に段差があることも

利用率が低い原因

であり、高齢者や

子ども連れの人も

来園しやすくなる

ようバリアフリー

化が課題 

➡取組案 

・建物との一体的な

バリアフリー化 

（南西側入口から

建物上層階への

空中歩道と施設

内ＥＶで地上と

つなぐ） 

 

●第１位 

・「多様な憩い方が

可能な広場 

（木漏れ日がある

芝生広場）」 

●第２位 

・「公園を周遊する

園路･スロープ 

（バリアフリー化）」 

●第３位 

・「健康遊具」 

●第４位 

・「屋内こども遊戯施設」 

●第５位 

・「健康・スポーツ

拠点施設 

（室内競技、ボルダ

リング、ヨガ・

フィットネス等）」 

●第６位 

・「パークテレワーク

機能（ベンチ等に

座って仕事）」 

●第７位 

・「多目的に利用でき

るグラウンド 

（青空ヨガ、グラウンド

ゴルフ、サッカー

教室等）」 

●第８位 

・「子育て支援施設 

（一時預かり、相談所、

パパママカフェ等」） 

●第９位 

・「まちづくり活動や

交流スペース」 

●第 10 位 

・「じゃぶじゃぶ池

などの親水空間」 
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公
園
部
の
再
整
備 

木
漏
れ
日
ひ
ろ
ば 

と
し
て
の
活
用
促
進 

①多様な憩い方が可能な広場 
 （木漏れ日がある芝生広場、休憩 

できるベンチやあずまや、BBQ

スペース） 

②パークテレ 

ワーク機能 

 （ベンチ等に座

って仕事） 

②パークテレ 

ワーク機能 

 （ベンチ等に 

座って仕事） 

●第５位（22 人） 
・最下位であり、地区
住民からの必要性
は比較的低い 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が46％

と比較的高い 
低 

②パークテレワーク機能 

 （ベンチ等に座って仕事が

できる環境） 

③じゃぶじゃぶ池 

などの親水空間 

③じゃぶじゃぶ池 

などの親水空間 

●第３位（84 人） 
・10～30 歳代までの
若者世代では第２
位と高い評価を得
ている 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が36％

と中位の利用頻度と

なっている 

中 

健
康･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ば
と
し
て
の
機
能
拡
充
整
備 

③じゃぶじゃぶ池などの親水空間 

④健康遊具 ④健康遊具 

●第４位（56 人） 
・全世帯では下位だ
が、60歳以上では３
位となっている 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が57％

と高い頻度となって

いる 
中 ④健康遊具・アスレチック等 

⑤公園を周遊する 

園路・スロープ 

（バリアフリー化） 

⑤公園を周遊する 

園路・スロープ 

（バリアフリー化） 

●第２位（119 人） 
・特に40歳以上で評価
が高くバリアフリー
アクセスが求められ
ている 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が52％

と高い頻度となって

いる 
高 

⑤公園を周遊する園路・ 

スロープ（バリアフリー化） 

金
剛
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド 

●金剛中央グラウンド(野球場) 

・敷地面積：7,830㎡ 

・利用者数：30,841人/年 

・稼働率：23.4％（R元年度） 

※使用料：無料（利用登録が必要） 

※指定管理者：ミズノ 

⑥中央グラウンドの 

多目的利用 

（青空ヨガ、 

グラウンドゴルフ、

サッカー教室 等） 

●金剛中央グラウンドの

満足度・利用頻度 

・「利用していない」が75％、

満足度も「わからない」が

42％、「どちらでもない」が

34％と、幅広い住民に利用

されていないと考えられる 

⑥中央グラウンドの 

多目的利用 

（青空ヨガ、 

グラウンドゴルフ、 

 サッカー教室 等） 

・中央公園全体の中で
６位（75 人）と中位
の評価を得ている 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が43％

と比較的高い 

・ただし、利用予定な

しが 20％みられた 中 

●掘下げ意見 

・芝生化による青少年

から高齢者まで全て

の方が利用可能な

多目的広場への再編 

・ヨガ・サッカー教室等

の健康プログラム展開 

●課題 

・誰もが利用しやすい

多目的利用化 

➡取組案 
・民間主体のアクティ

ビティイベントの

実施 

金
剛
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再
整
備 

多
目
的
ひ
ろ
ば
と
し
て
の 

活
用
促
進 

⑥中央グラウンドの多目的利用 
（青空ヨガ、グラウンドゴルフ、 

 サッカー教室 等） 

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等 

●青少年スポーツホール(体育館) 

・延床面積：1,069 ㎡ 

（内、体育館分：705 ㎡） 

・利用者数：35,052 人/年 

・稼働率：62.7％（R元年度） 

新耐震基準未達 

※使用料：無料（利用登録が必要） 

※指定管理者：ミズノ 

●金剛テニスコート(1面)  

・延床面積：680 ㎡ 

・利用者数：5,860 人/年 

・稼働率：54.7％（R元年度） 

※使用料：無料（利用登録が必要） 

※指定管理者：ミズノ 

●屋外プール： 

老朽化で使用不可（閉鎖） 

●スポーツ施設用駐車場

（約 20 台） 

・ＳＨ前に立地 

⑦健康・スポーツ 

拠点施設 

（バドミントン、 

ﾊﾞﾚｰ、ボルダリング、

ﾖｶﾞ・ﾌｨｯﾄﾈｽ等） 

●青少年スポーツホール

の満足度･利用頻度 

・利用頻度は「利用してい

ない」が 85％、満足度も

「わからない」が 53％、

「どちらでもない」が

25％とほとんど利用され

ておらず関心も薄いと考

えられる 

●金剛テニスコート

の満足度･利用頻度 

・利用頻度は「利用してい

ない」が 91％と多く、満

足度も「わからない」が

55％、「どちらでもない」

が 27％とほとんど利用

されておらず関心も薄

いと考えられる 

⑦健康・スポーツ 

拠点施設 

（バドミントン、 

ﾊﾞﾚｰ、ボルダリング、 

ﾖｶﾞ・ﾌｨｯﾄﾈｽ等） 

●第１位（102人） 
・全体的に地区住民の
評価が高く最も求
められる機能と考
えられる 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が56％

と高い頻度となって

いる 
高 

●掘下げ意見 

・多目的活用空間 

（お好みに使える小規

模会場・文化教室・

カラオケ・囲碁・麻雀） 

・子育て支援屋内遊具 

・カフェ 

（ママ友同士の交流の場） 

・図書館機能 

●課題 

・機能の優先順位の

検討 

・施設規模と事業手

法の検討 

・公共と民間の役割

分担 

・民間連携方針の検討 

（一定の公共性は担保） 

・整備検討のための

推進組織づくり 

➡取組案 

・金剛地区のシンボル

拠点としての多機

能施設への建替え

事業化 

青
少
年
Ｓ
Ｈ
を
多
機
能
施
設
と
し
て
建
替
え
（
子
育
て･

健
康･

ス
ポ
ー
ツ･

文
化･

高
齢
福
祉･

多
世
代
交
流
拠
点
整
備
） 

子

育

て

支

援

機

能

を

含

む

多

機

能

施

設

の

整

備 

⑦健康・スポーツ拠点施設 

（バドミントン、バレーボール、ボル

ダリング、ヨガ･フィットネス等） 

⑧まちづくり活動や 

交流スペース 

⑧まちづくり活動や 

交流スペース 

●第４位（28 人） 
・全世帯では、最下位
だが、60歳以上で２
位と上位評価とな
っている 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が25％

と低い頻度となって

いる 
低 

⑧まちづくり活動・多目的な 

交流・文化活動スペース 

⑨屋内のこども 

遊戯施設 

⑨屋内のこども 

遊戯施設 

●第２位（82 人） 
・子育て世代を中心に
評価が高く、30歳台
以下では１位とな
っている 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が39％

と中位の利用頻度と

なっている 

・また、利用予定なし

が 18％みられた 

高 ⑨屋内のこども遊戯施設 

⑩子育て支援施設 

（一時預かり、相談所、 

パパママカフェ等） 

⑩子育て支援施設 

（一時預かり、相談所、 

パパママカフェ等） 

●第３位（57 人） 
・30 歳台以下の子育
て世代では、健康･
スポーツ拠点施設
に次ぐ３位となっ
ている 

・週 1 回以上の利用頻

度項目の合計が32％

と低い頻度となって

いる 

・また、利用予定なし

が 35％みられた 

中 
⑩子育て支援施設 
（一時預かり、相談所、 

パパママカフェ等） 

※民間施設も含めた

広域利用対象施設

となる風呂・プール

については、外環の

内側（地区より 3km

圏内）に既存施設が

立地していること、

また類似施設機能

(じゃぶじゃぶ池)を

見込んでいること

から利活用プラン

案の導入機能（たた

き台）からは除外 

－ － 

※週１回以上の利用頻度項目： 

・毎日(週 5 日程度) 

・毎週土･日･祝 

・週 2～3 回 

・週 1 回程度 

－ 

★新たな機能提案 

・子どもの自習施設 

・コワーキングスペース 

・レンタルオフィス 

・高齢者の社会参加

支援につながる地

域の交流スペース 

・風呂･プール機能 

※ＷＳにおいて再度、

風呂･プール機能の要

望があがったが、民

間施設も含めた広域

利用対象施設となる

風呂・プールについ

ては、外環の内側（地

区より3km圏内）に既

存施設が立地してい

ること、また類似施

設機能(じゃぶじゃぶ

池)を見込んでいるこ

とから利活用プラン

案（導入機能案）から

は除外 

⑪青少年の自習室･ 

図書スペース 

⑫コワーキングスペース 
（小規模オフィス空間） 

⑬高齢者の社会参加支援施設 

 

導入機能案の必要性 整理・評価一覧表 ①金剛中央公園 １／２ページ 
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利活用プラン案 【フェーズ３】 各対象施設・エリアの利活用プラン案における導入機能案の評価 ～各ステークホルダー(※)との利活用プラン案の共有も踏まえ整理～ （※南海電鉄、UR 都市機構、大阪狭山市、庁内関係部署） 

再生の 
方向性 

再生 
整備事業 

導入機能案 都市機能配置上の課題、施策・事業計画等との整合性を踏まえた導入効果等 既存サービス・機能配置等の状況 総  評 
（整備･機能導入の必要性） 

●

様

々

な

ま

ち

づ

く

り

活

動

の

「

交

流

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

場

」

の

創

出 

●

未

来

を

担

う

子

ど

も

た

ち

の

健

や

か

な

成

長

を

よ

り

一

層

支

援

す

る

子

育

て

支

援

機

能

の

充

実

 

●

健

康

・

ス

ポ

ー

ツ

・

文

化

を

軸

と

し

た

全

て

の

人

に

開

か

れ

た

活

用

に

よ

る

発

展

的

な

交

流

促

進 

●

全

て

の

住

民

が

健

康

で

豊

か

に

生

き

生

き

と

活

用

で

き

る

多

目

的

健

康

公

園

へ

の

再

編 

公
園
部
の
再
整
備 

木
漏
れ
日
ひ
ろ
ば 

と
し
て
の
活
用
促
進 

①多様な憩い方が可能な広場 

 （木漏れ日がある芝生広場、休憩 

できるベンチやあずまや、BBQ

スペース） 

・
金
剛
地
区
の
中
心
的
な
近
隣
公
園
と
し
て
、
公
園
本
来
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能 

の
充
実
と
共
に
多
世
代
の
利
用
を
促
進
す
る
機
能
の
導
入
効
果
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

・芝生広場、ベンチやあずまやは、公園本来のレクリエーション機能として、

多世代の利用促進を図る上でも、コロナ禍に対応した屋外交流の場として

も当該地における導入効果は高いと考えられる。 

・BBQ スペースについては、身近なレクリエーション機能として、利活用の幅を広

げる意味では一定の導入効果はあるが、周辺環境への配慮が必要と考えられる。 

・生育した樹木による緑陰もあり、近隣公園としての一般的な公園・広

場機能は提供できているが、多世代利用につながる多様な憩い方がで

きる広場空間としての提供には至っていない。 

・木漏れ日ある芝生広場や休憩ベンチやあずまや： 
利用率の低い公園であるが、木漏れ日ある芝生広場を整備したり、ベン
チやあずまやを設置することで、ピクニックやお花見等の多様な憩いの

場が創出され利活用促進につながることから必要性は高い。（地区住民アンケ

ートでも高い必要性評価を得ている。） 

・BBQスペース：周辺への影響や管理・運営等の事業性を踏まえ検討が必要。 

高 

②パークテレワーク機能 

 （ベンチ等に座って仕事が

できる環境） 

・テレワーク機能の需要は駅前が強いと考えられるが、コロナ禍における昨今の

働き方の変容から屋外の豊かな自然環境下でのテレワークは、駅前での機能との

棲み分けが可能であり、付加的な機能として一定の導入効果はあると考えられる。 

・テーブル併設のベンチは、公園内に数か所あるもののテレワー

クが快適に行えるあずまや、Ｗi-Ｆi 等の環境は整っていないため、

費用対効果を踏まえたサービス内容の検討が必要となる。 

・コロナ禍での働き方の変容、アフターコロナにおける新たな日常といった
今後の社会情勢を鑑み、公園部の軽微な付加的機能として一定の必要性がある。 

※ただし、現時点の需要としては低いため、高額･過度な環境整備は避けるものとする。 
中 

健
康･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ば
と
し
て
の
機
能
拡
充
整
備 

③じゃぶじゃぶ池などの親水空間 

・市民プールとは差別化される、春・夏期の地区住民（特に子育て世代、

祖父母と孫 等）の身近なレクリエーション機能（水遊び場）として、

当該地における導入効果は高いと考えられる。 

・プールが閉鎖されており、地区内において春・夏期の身近な水遊び

場としての施設は整っていない。 

・小さい子どもの遊び場が不足する公園であるが、じゃぶじゃぶ池を整備すること

で親子･祖父母と孫の憩い･ふれあいの場が創出され子育て世帯の利活用促進
につながることから必要性は高い。（地区住民アンケートでも一定の必要性評価を得ている。） 

※ただし、オフシーズン（水抜き状態）における利用や景観に配慮した計画検討が必要。 

高 

④健康遊具・アスレチック等 

・地区住民の身近な健康増進施設である健康遊具は、コロナ禍における屋外

健康活動の場としても当該地における導入効果は高いと考えられる。 

・アスレチック遊具(コンビネーション遊具)については、子どもの利用を促進して

いく意味では一定の導入効果はあると考えらえる。 

・身近な健康増進施設である健康遊具は、地区内では、寺池公園にわずかし

か整っていない。 

・アスレチック遊具(コンビネーション遊具)は、地区に隣接する広域利

用対象施設である錦織公園に複数設置されている。 

・健康遊具： 

利用率の低い公園であるが、不足する健康遊具を整備することで、高齢者
をはじめとした健康増進の場となることから必要性は高い。（地区住民アンケートでも

一定の必要性評価を得ており、想定利用頻度については高齢者を中心に比較的高い評価を得ている。） 

・アスレチック遊具(コンビネーション遊具)： 
周辺既存施設状況も勘案した費用対効果等の事業性を踏まえ検討していく。 

※いずれも周辺公園とのネットワーク・回遊性等を念頭に置いた計画検討が必要。 

高 

一部 

(低) 

⑤公園を周遊する園路・ 

スロープ（バリアフリー化） 

・周遊路は、公園の回遊機能に加え、ウォーキングによる健康増進機能とし

て導入効果が高いと考えられる。 

・メインゲート（ふれあい大通）からのアプローチ路のバリアフリー化やエントランスの整備は、

他世代の利用促進や公園の視認性向上のためにも、必要性が高いと考えられる。 

・地形の制約上、メインゲート（ふれあい大通り側）から各公園内施設

へのアプローチにおいてバリアフリー化が図られていない（北側からの迂

回が必要となっている）。 

・公園の内外ネットワーク化と共にウォーキング等の健康増進の場にもなること
から必要性が高い。（地区住民アンケートでも必要性順位･想定利用頻度ともに高くなっている。） 

※なお、下段の「青少年 SH の多機能施設建替え」による建物との一体的な

バリアフリー化も含め検討が必要。 

高 

金
剛
中
央 

グ
ラ
ウ
ン

ド 

の
再
整
備 

多
目
的
ひ
ろ
ば
と
し
て

の
活
用
促
進 

⑥中央グラウンドの多目的利用 

（青空ヨガ、グラウンドゴルフ、 

 サッカー教室 等） 

・老若男女全ての住民等に開かれた気軽に使える屋外の貴重な多目的健康･運動広場と

して、近隣公園である当該地における必要性は高いと考えられる。 
・一般的なグラウンドとしての機能は提供できているが、老若男女全

ての住民が多目的に利用できる広場空間としての利活用が出来ていな

い。 

・偏った活用となっているグラウンドの多目的利用化を図ることで、老若
男女全ての住民・市民等が多目的に集える交流･レクリエーションの場とな

ることから必要性は高い。（地区住民アンケートでも中位の必要性評価、想定利用頻度につ

いては比較的高い評価を得ている。） 

※なお、多目的利用化にあたっては、既存施設の利用調整等の使い方の工夫や民間の
アクティビティイベント等の多目的な利活用を促進するソフト施策の検討も必要。 

高 

青
少
年
Ｓ
Ｈ
を
多
機
能
施
設
と
し
て
建
替
え
（
子
育
て･

健
康･

ス
ポ
ー
ツ･

文
化･

高
齢
福
祉･

多
世
代
交
流
拠
点
整
備
） 

子

育

て

支

援

機

能

を

含

む

多

機

能

施

設

の

整

備 

⑦健康・スポーツ拠点施設 

（バドミントン、バレーボール、ボル

ダリング、ヨガ･フィットネス等） 

・
子
育
て･

健
康･

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
軸
と
し
た
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
拠
点
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
当
該
地
に
お
い
て
、 

多
世
代
が
多
目
的
に
活
動･

交
流
す
る
多
機
能
複
合
施
設
を
創
出
す
る
必
要
性
は
地
区
再
生
の
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

・既存のスポーツホール（体育館）は老朽化等により施設そのもののあり方

が課題となっている。地区外に市民総合体育館があるものの、金剛地区の

身近な屋内スポーツ施設としての一定の必要性はあると考えられる。 

・一般的なアリーナ（体育館）としての機能は提供できているが、老朽化か

ら施設そのもののリニューアルが求められている。 
・既存施設の老朽化が進んでいることや、身近な地域屋内スポーツホール（ア

リーナ）機能に加え、若者･子育て世代を呼び込む機能を付加することで、多
世代による多目的な健康・スポーツ活動の場となることから必要性は高いと考
えられる。（地区住民アンケートでも必要性順位・想定利用頻度ともに高い評価を得ている。） 

高 

⑧まちづくり活動・多目的な 

交流・文化活動スペース 

・まちづくり活動や多目的な交流スペース（個室的スペース・広間的スペース）に

ついては、需要やニーズを踏まえ、地区内において不足している類似施設の

機能を補完するためにも、必要性は高いと考えられる。 

・住民等の活動の活発化や、交流の場としての導入効果も高いと考えられる。 

・市役所金剛連絡所 2 階ホールや市立集会所等の類似施設は、周辺に

おいて個別散在的に提供できているが、多世代が多目的な交流を促

進するスペースとしての機能提供は地区内に少ない状況である。 

・多機能化により多世代が多目的に集う場となることが想定される当該複合施設

にまちづくり活動や多目的な交流スペース（個室的スペース・広間的スペース）
を整備することで、一層の多世代交流やまちづくりにおける活動連携につな
がることから一定の必要性があると考えられる。（地区住民アンケートでも一定の必

要性評価を得ている。） 

※まちづくり活動等に活用する個室的スペースの機能導入にあたっては、他の類似
施設と相互に機能分担・補完が可能な配置検討も必要となる。 

中 

⑨屋内のこども遊戯施設 

・金剛地区における、子ども・子育て世代を中心に利用しやすい施設の整備が課

題となっており、全天候型の屋内こども遊戯施設（児童館機能）は、乳幼児か

ら中学生までの子どもや子育て世代等の親子の利用促進につながることが

期待でき、青少年ＳＨの多機能建替えにおける導入効果は高いと考えられる。 

・子どもの遊び場（⑨屋内こども遊戯施設）とあわせて、来館した保護者に

子育てに関する相談や情報提供が行える機能を備えた子育て支援施設は、

市の施策方針に照らしても、導入機能として必要性が高いと考えられる。 

・地区周辺において、雨天でも子どもがのびのびと遊べる全天候型

の屋内こども遊戯施設は整っていない。 
・市の施策方針である「子育てするなら富田林」・「子育て支援機能の充実」、地区
全体課題である「子育て世代に選ばれるまち」の実現に向け、子どもの遊び･健

康増進･情操育成の場となる屋内こども遊戯施設、及び乳幼児の一時預かりや子
育て相談、子育て中の人の交流等をサポートする子育て支援施設の必要性は高い
と考えられる。（地区住民アンケートでも若者・子育て世代を中心に高い必要性評価を得ている。） 

※相乗効果を踏まえ、屋内こども遊戯施設と子育て支援施設は併設を前提と
した検討が必要となる。 

高 
⑩子育て支援施設 

（一時預かり、相談所、 

パパママカフェ等） 

・地区内、及び地区周辺において、NPO 団体等による子育て支援事業が

展開されているが、子育て支援センター等の中核的施設機能は整って

いない。 

⑪青少年の自習室･図書スペース 

・Topic のような若者の育成拠点･居場所となる施設は、地区周辺になく、青

少年ＳＨの建替えにおいて、多世代利用促進につながる青少年の自習室機能

は、ニーズや市の施策方針に照らしても導入効果は高いと考えられる。 

・図書スペースについては、地区内に、隣接する金剛図書館があることから

市営施設としての導入必要性は低いが、寄贈された絵本等に限定した

図書スペース（コーナー）は一定の導入効果があると考えられる。 

・近接する地区センター施設の一画に整備された金剛地区魅力向上拠点

「∞KON ROOM（インフィニットコンルーム）」において、青少年の

自習室機能の社会実験が行われている。（令和 3 年 1 月～令和 5 年

2月まで） 

・地区内に、中核的な図書施設として、子どもの居場所にもなる金剛

中央図書館があるものの、まちライブラリーなどの身近な図書スペー

スは、整っていない。 

・自習室：青少年の自習室を整備することで、青少年の勉学・交流・憩いの場

となり、一層の多世代利用促進につながることから、その必要性
は高いと考えられるが、「∞KON ROOM」の利用状況や社会実験
の実施状況も踏まえた検証が必要となる。 

・図書スペース：市営施設としての中核的な機能の必要性は低いが、まちライ
ブラリーなどの民間主体の私設図書スペース（コーナー）
については一定の必要性があると考えられる。 

 ※将来的に再整備等が必要となる金剛図書館のあり方と合わせた検討も必要。 

高 

一部 

(中) 
（民間図書 
スペース） 

⑫コワーキングスペース 

（小規模オフィス空間） 

・コワーキングスペースの需要は駅前が強いと考えられるが、健康・ス

ポーツ施設との併設による相乗効果・利用促進（健康増進活動+仕事利用

の促進）を図る付加的な機能として一定の導入効果があると考えられる。 

・近接する地区センター施設の一画に整備された金剛地区魅力向上拠点

「∞KON ROOM（インフィニットコンルーム）」において、コワーキング

スペース機能の社会実験が行われている。（令和3年1月～令和5年2月まで） 

・コロナ禍での働き方の変容、アフターコロナにおける新たな日常といった
今後の社会情勢を鑑み、多機能建替えにおける多世代・多目的利用促進

を補完する付加的な導入機能として一定の必要性があると考えれられるが、
「∞KON ROOM」での社会実験の実施状況を踏まえた検証が必要となる。 

中 

⑬高齢者の社会参加支援施設 

・地区内の福祉事業所の現況・需要・ニーズや金剛老人憩いの家の利用状況も

含めた具体施設のあり方検討が必要となるが、多世代利用促進につながる

高齢者の社会参加支援施設は、アフターコロナを見据え公園部等と連携した

広い屋外スペースの確保が可能な面でも一定の必要性があると考えられる。 

・地区周辺において、福祉事業所や老人憩いの家は、個別散在的に提供で

きているが、社会参加につながる多世代交流を促進するスペースとしての

機能提供にまでは至っていない。 

・地区内の福祉事業所の現況・需要・ニーズや金剛老人憩いの家の利用状況
も含めた具体施設のあり方検討が必要とはなるが、多世代利用促進につな
がる追加導入機能として、また、アフターコロナを見据え公園部と連携し

た広い屋外スペースの確保、各子育て支援施設や交流スペースと連携した社
会参加支援が可能となる面で一定の必要性がある。 

中 

 

導入機能案の必要性 整理・評価一覧表 ①金剛中央公園 ２／２ページ 
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エ
リ
ア
施
設
等 

【フェーズ１】 各対象施設・エリアの利活用プラン案（たたき台）の作成 【フェーズ２】 各対象施設・エリアの利活用プラン案の設定 

現状・課題等整理 初動期の意向把握 
利活用プラン案 
（たたき台） 

地区住民アンケート 地区住民等ワークショップ 
近隣市若者子育て 
世代アンケート 

利活用プラン案 

既存施設の現状 
再生 
課題 

地域団体アンケート 

関係団体・事業者ヒア
リング 

まちづくり会議 
参加者への意見募集 
（求める機能充実） 

再生の 
方向性 
案 

導入機能案 
各既存施設の 
「満足度」と 
「利用頻度」 

導入機能案の「必要性」「利用頻度」 利活用プラン案の
掘下げ・新たな提案
の掘起し 

導入機能案の実現の
ための課題と解決に
向けた取組み検討 

あなたが住む地域の商
店街においてあったら
利用したい機能 

再生の 
方向性 

再生 
整備 
事業 

導入機能案 
※アンダーライン部はフェーズ１の

たたき台から追加された機能案 導入機能案 必要性順位･回答数 
必要と回答した人を対象
とした想定利用頻度 

評価 

金
剛
銀
座
街
商
店
街
・
中
央
広
場
・
ピ
ュ
ア
金
剛
跡 

[施設の現況] 

●金剛銀座街商店街 

・土地･施設所有者：UR都市機構 

・全１８ブース（ピュア金剛跡除く） 

（内使用１５ブース・１３店舗） 
※R3年2月末時点 

・南棟（１２ブース） 

（内使用９ブース・９店舗） 

 ［店舗種別］ 

電気製品店 

空手道場 

精肉店 

整骨院 

事務所 

美容室 

ヘアーサロン 

飲食店（すし会席） 

介護事業所 

・東棟（３ブース） 

（内使用３ブース・２店舗） 

 ［店舗種別］ 

銀行(2ブース利用)、 

コミュニティカフェ 

・西棟（３ブース） 

（内使用３ブース・２店舗） 

※ピュア金剛跡と一体建物 

 ［店舗概要］ 

ダンススタジオ(2ブース利用) 

日用品･荒物･金物店 

●ピュア金剛跡 
（旧金剛公設市場跡） 

・土地･施設所有者：UR都市機構 

新耐震基準未達・閉鎖中 

●歩道橋 

・施設所有･管理者：富田林市 

・歩道橋の階段おどり場と

ピュア金剛跡の建物が接続

されたものとなっている。 

 

[定期実施中のイベント] 

●金剛マルシェ 

～地場産やさい市～ 

・毎週第 4 土曜日午後開催 

●親子ふれあい祭り 

・毎年１回（11 月末）開催 

（金剛バル☆Winter Land＆

金剛きらめきイルミネーションと

同時開催） 

 

●
ピ
ュ
ア
金
剛
跡
地
の
方
向
性
に
つ
い
て
Ｕ
Ｒ
と
段
階
的
に
共
有
・
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
必
要 

●
地
区
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
連
動
す
る
と
と
も
に
、
金
剛
銀
座
街
商
店
街
と
の
関
係
や
ふ
れ
あ
い
大
通
り
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討
が
必
要 

[地域団体アンケート] 

●金剛地区をﾌｨｰﾙﾄﾞと
して活動する可能性 

・回答のあった市内の市民公益

活動団体20団体の内、16団

体(約 8 割)が「活動･活動

拡大の可能性がある」、「条

件が整えば活動・活動拡大

の可能性がある」と回答 

●整備してほしい施設 

(第１位) 
集会施設(6 団体) 

(第２位) 
レンタルスペース 

（子育て、健康づくり） 

(5 団体) 
(第３位) 
公園、広場(3 団体) 

●活動を想定する場所 

・４対象施設・エリアの内、

金剛銀座街商店街（ピュア

金剛跡）は6 団体（約2 割

5分）が活動する場合の場

所･施設として選択 

●金剛銀座街商店街
(ピュア金剛跡）に
あると活動しや
すくなると思う
施設機能 

(第１位) 
飲食店･ｶﾌｪ(7 団体) 

商業施設（7 団体） 

(第２位) 
子育て支援、保育施設 

病院、クリニック 

駐車場 

(3 施設とも 5 団体) 

[関係団体･事業者 
ヒアリング結果] 

(意見概要) 

・金剛地区は住宅用地が多く

地区内での新たな起業・

創業・事業拡大が少ないが、

活動の場（空きテナント

や空き家を活用したスペ

ース等）が提供されれば

金剛地区内で事業活動を

展開する担い手は存在する 

・ピュア金剛跡地バックヤー

ド部の利用を含めた一体的

な再編検討が必要 

●商業･飲食施設 

(小売) 

・ドラッグストア 

・ホームセンター 

・スーパー 

・ショッピングモー

ル、道の駅等 

(飲食 他) 

・ブックカフェ 

・コミュニティカフェ 

・BBQができるスペース
やバイキング施設等 

●ピュア金剛跡地

の活用 

・コワーキングスペース 

・テレワークスペース 

・建替える場合は低

層階への商業機能

の導入 

●子育て･高齢者

施設 

・子育て支援機能 

・子どもの遊び場 

・高齢者福祉機能 

●ソフト的取組

の提案等 

・近隣住民を多く

集められるイベ

ント開催 

 

 
 

 
 

 
 

●
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性

・
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●

地

区

再

生

テ

ー

マ

と

連

動

す

る

波

及

的

効

果

を

生

む

ピ

ュ

ア

金

剛

跡

の

再

編

活

用

 

①屋内のこども

遊戯施設 

※ピュア金剛跡につい

ては、現状施設自体

がないため調査対象

から除外 

①屋内のこども 

遊戯施設 

●第２位（102 人） 

・子育て世代を中心に

高い評価を得ている 

・週1回以上の利用頻度

項目の合計が 38％と

高い頻度となってい

る 

高 

●掘下げ意見 

(屋内子ども遊戯

施設、若者から

高齢者の集いの場

や多目的サロン、

相談室について) 

・学校や職場、家以

外の第 3 の居場所

となる工夫 

・子どもから高齢者ま

で一緒に過ごせる

場となる工夫 

・他地区（金剛東地区

等）の住民との交流

の場となる工夫 

・引きこもり･不登

校の子どもの居場

所にもなる工夫 

(高齢者を含めた

趣味の活動に使え

る個室や小スタジオ

について) 

・防音室、ＬＩＶＥ･

展覧会等のイベント

が行える機能追加 

・ブックカフェや雑貨

店併設による芸術･

文化機能の拡充 

(地域に密着した小

規模店舗（小売店、

飲食店等）について) 

・地域で生産した農

産物の提供 

 

●課題 

(地域に密着した小

規模店舗（小売店、

飲食店等)について） 

・「わっく Café」 

（住民主体により、

地区住民等参加型

の日替わりカフェ･

ショップオーナー

による拠点づくり

が実現） 

 

●第１位 

・「地域に密着した小規模

店舗（小売店、飲食店等）」 

●第２位 

・「屋内のこども遊戯施設」 

●第３位 

・「子育て支援施設（一時

預かり、相談所、パパ

ママカフェ等）」 

●第４位 

・「食育や農業体験などの

レクリエーション施設 

（こども料理教室等）」 

●第５位 

・「若者から高齢者の

集い場や多目的サロ

ン、相談室」 

●同数第６位 

・「青少年の自習室」 

●同数第６位 

・「地域の発表会や展示

会ができる小広

間」 

●第８位 

・「高齢者を含めた趣味

の活動に使える個室

や小スタジオ」 

●第９位 

・「創業･起業支援施

設」 
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ュ
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活
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ピ
ュ
ア
金
剛
跡
へ
の
新
た
な
施
設
整
備
に
よ
る
機
能
導
入 

子

育

て

・

高

齢

福

祉

・

交

流

促

進

機

能

を

備

え

た

地

域

密

着

型

の

複

合

空

間

施

設 
①屋内のこども遊戯施設 

②子育て支援施設 

（一時預かり、

相談所、パパ

ママカフェ等） 

②子育て支援施設 

（一時預かり、

相談所、パパ

ママカフェ等） 

●第３位（92 人） 
・①屋内こども遊戯施

設に次いで子育て世

代を中心に評価を得

ている 

・週1回以上の利用頻度

項目の合計が 23％と

比較的低い頻度とな

っている 
高 

②子育て支援施設 

 （一時預かり、相談所、 

パパママカフェ等） 

③食育や農業体験

などのレクリエー

ション施設（こ

ども料理教室等） 

③食育や農業体験

などのレクリエー

ション施設 

（こども料理教室等） 

●第７位（57 人） 
・子育て世代に一定の評

価はあるものの全体

的な評価は高くない 

・週1回以上の利用頻度

項目の合計が 23％と

比較的低い頻度とな

っている 

低 
③食育や農業体験などの 

 レクリエーション施設 

（こども料理教室等） 

④若者から高齢者

の集い場や多目的

サロン、相談室 

④若者から高齢者

の集い場や多目的

サロン、相談室 

●同数第５位（73人） 
・⑥小スタジオに次い

で 60 歳以上を中心に

一定の評価を得てい

る 

・週1回以上の利用頻度

項目の合計が 36％と

比較的高い 中 
④若者から高齢者の集いの場や 

 多目的サロン、相談室 

⑤青少年の自習室 ⑤青少年の自習室 

●同数第５位（73人） 

・子育て世代を中心に

一定の評価を得てい

る 

・週1回以上の利用頻度

項目の合計が 36％と

比較的高い 中 ⑤青少年の自習室･図書スペース 

⑥高齢者を含めた

趣味の活動に

使える個室や

小スタジオ 

⑥高齢者を含めた

趣味の活動に

使える個室や

小スタジオ 

●第４位（84 人） 

・60 歳以上を中心に一

定の評価を得ている 

・週1回以上の利用頻度

項目の合計が 37％と

高い頻度となってい

る 
中 

⑥高齢者を含めた趣味の活動 

 に使える個室や小スタジオ 

⑦地域の発表会や

展示会ができる

小広間 

⑦地域の発表会や

展示会ができる

小広間 

●第８位（46 人） 

・全世代的に評価は高

くない 

・週1回以上の利用頻度

項目の合計が 15％と

比較的低い頻度とな

っている 

低 
⑦地域の発表会や展示会が 

 できる小広間 

⑧創業・起業支援

施設 

⑧創業・起業支援

施設 

●第９位（23 人） 

・全世代で最下位と評

価は高くない 

・週1回以上の利用頻度

項目の合計が 30％と

比較的中位の割合と

なっている 

低 
⑧創業・起業支援施設 

（創業・起業相談所 等） 

⑨地域に密着した

小規模店舗（小

売店、飲食店等） 

⑨地域に密着した

小規模店舗 

（小売店、飲食店等） 

●第１位（196 人） 
・全世代の地区住民で

評価が高く最も求め

られている機能 

・週 1 回以上の利用頻度

項目の合計が 66％と

高い頻度となっている 高 
⑨地域に密着した小規模店舗 

 （小売店、飲食店等） 

－ － － － 

※週１回以上の利用頻度項目： 

・毎日(週 5 日程度) 

・毎週土･日･祝 

・週 2～3 回 

・週 1 回程度 

－ 

★新たな機能提案 

・屋外の屋根付き

スペース 

・流動的につかえる

コンテナスペース 

・おしゃれな屋台・

キッチンカー 

・ふれあい大通りから

入りやすいオープン

な空間開放、スロ

ープ設置（バリア

フリー化） 

・健康ベンチの設置 

●課題 

(新規提案機能： 

屋外のオープンス

ペースについて) 

・芝生の維持管理･運営･

利活用促進 

・わっく Café 等の周辺

の店舗･施設との連携 

➡取組案 

・芝生張りワークショップ

による工事費削減 

・芝生空間利用の社会実験 

・金剛マルシェに加え、

アーバンピクニックや

屋台村のような住民に

向けたイベントの実施 

－ 

ピ
ュ
ア
金
剛
跡
・
中
央
広
場
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
利
活
用 

地
域
に
密
着
し
た
オ
ー
プ
ン
か
つ
柔
軟
な
空
間
活
用 

⑩屋外の屋根付き 

オープンスペース 

（マルシェイベント等活用） 

⑪柔軟な利活用が可能な 

 コンテナスペース 

（小規模なカフェや雑貨店、 

①～⑨の機能等への活用） 

 

導入機能案の必要性 整理・評価一覧表 ②金剛銀座街商店街（ピュア金剛跡） １／２ページ 
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利活用プラン案 【フェーズ３】 各対象施設・エリアの利活用プラン案における導入機能案の評価 ～各ステークホルダー(※)との利活用プラン案の共有も踏まえ整理～ （※南海電鉄、UR 都市機構、大阪狭山市、庁内関係部署） 

再生の 
方向性 

再生 
整備事業 

導入機能案 
（ 重：金剛中央公園と重複するもの） 

都市機能配置上の課題、施策・事業計画等との整合性を踏まえた導入効果等 既存サービス・機能配置等の状況 総  評 
（整備･機能導入の必要性） 
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ピ
ュ
ア
金
剛
跡
へ
の
新
た
な
施
設
整
備
に
よ
る
機
能
導
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子

育

て

・
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祉

・
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地
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複

合

空

間

施
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①屋内のこども遊戯施設  重 

・金剛地区における、子ども・子育て世代を中心に利用しやすい施設の整備が課題となっており、全

天候型の屋内こども遊戯施設（児童館機能）は、乳幼児から中学生までの子どもや子育て世代等

の親子の利用促進につながることが期待でき、ピュア金剛跡においても一定の導入効果はあると

考えられる。 

・子どもの遊び場（①屋内こども遊戯施設）とあわせて、来館した保護者に子育てに関する相談

や情報提供が行える機能を備えた子育て支援施設は、市の施策方針に照らしても、導入機能とし

て必要性が高いと考えられる。 

・地区周辺において、雨天でも子どもがのびのびと遊べる全

天候型の屋内こども遊戯施設は整っていない。 
・市の施策方針である「子育てするなら富田林」・「子育て支援機能の充実」、
地区全体課題である「子育て世代に選ばれるまち」の実現に向け、
子どもの遊び・健康増進･情操育成の場となる屋内こども遊戯施設、

及び乳幼児の一時預かりや子育て相談、子育て中の人の交流等をサポー
トする子育て支援施設の必要性は、ピュア金剛跡においても一定の必要
性はあると考えられるが、同様の遊戯施設･子育て支援機能が見込まれ

た多機能施設整備によるシンボル拠点化を目指す金剛中央公園での相
乗効果を持った集約整備が望ましい。 

低 
（中央公園に 
集約整備） 

②子育て支援施設     重 

 （一時預かり、相談所、 

パパママカフェ等） 

・地区内、及び地区周辺において、NPO 団体等による子育て支援

事業が展開されているが、子育て支援センター等の中核的施設

機能は整っていない。 
低 

（中央公園に 
集約整備） 

③食育や農業体験などの 

 レクリエーション施設 

（こども料理教室等） 

・地区の再生の方向性である「地区住民の居場所となる機能」として当該地での一定の導入効果

はあると考えられる。 

・機能導入にあたっては、施設内容から地域団体等民間主体によるサービス提供が必要となる。 

・農業体験などのレクリエーション機能を備えたこども料理教

室等の食育施設は、地区周辺にはない。 

・金剛銀座街商店街では、地元産野菜を販売するマルシェが定期

的に開催されている。 

・こども料理教室等の子どもの食育を通した交流機能の導入を図ることで、
子育て世帯の利用促進・転入促進につながることから一定の必要性がある

と考えられる。（近隣市若者子育て世代アンケートでも一定の必要性評価を得ている。） 

・ただし、機能導入にあたっては、その施設内容から民間が主体となって
行う必要がある。 

中 
（民間主体） 

 

重 

④若者から高齢者の集いの場や 

 多目的サロン、相談室 

・当該機能については、需要やニーズを踏まえ、地区内において不足している類似施設の機能を補

完するためにも、必要性は高いと考えられる。 

・住民等の活動の活発化や、交流の場としての導入効果も高いと考えられる。 

・市役所金剛連絡所 2階ホールや市立集会所等の類似施設は、周

辺において個別散在的に提供できているが、多世代が多目的な

交流を促進するスペースとしての機能提供は地区内に少ない

状況である。 

・導入機能案の④～⑦については、多機能施設整備によるシンボル拠点
化を目指す金剛中央公園において導入が想定されている以下の導入機

能案と重複しているが、相乗効果等を勘案し、金剛中央公園での集約
整備が望ましい。ただし、まちライブラリーなどの民間主体の私設
図書スペースについては、ピュア金剛跡も候補として考えていく必要があ

る。 

（金剛中央公園でより相乗効果を持って導入が想定される重複機能） 

・一層の多世代交流やまちづくりにおける活動連携につながる「⑧ま

ちづくり活動や多目的な交流スペース（個室的スペース・広間的ス
ペース）」 

・青少年の勉学・交流・憩いの場となり、一層の多世代利活用促進に

つながる「⑪青少年の自習室・図書スペース(私設図書スペース)」 

・併設が想定される各子育て支援施設や交流スペース、機能充実が想
定される公園部と連携した活動や取組みが可能となる「⑬高齢者の

社会参加支援施設」 

低 
（中央公園に 
集約整備） 

 

重 
 

⑤青少年の自習室･図書スペース 

・Topicのような若者の育成拠点･居場所となる施設は、地区周辺になく、青少年ＳＨの建替えにお

いて、多世代利用促進につながる青少年の自習室機能は、ニーズや市の施策方針に照らしても導入

効果は高いと考えられる。 

・図書スペースについては、地区内に、隣接する金剛図書館があることから市営施設としての

導入必要性は低いが、寄贈された絵本等に限定した図書スペース（コーナー）は一定の導入

効果があると考えられる。 

・近接する地区センター施設の一画に整備された金剛地区魅力向

上拠点「∞KON ROOM（インフィニットコンルーム）」におい

て、青少年の自習室機能の社会実験が行われている。 

・地区内に、中核的な図書施設として、子どもの居場所にもな

る金剛中央図書館があるものの、まちライブラリーなどの身

近な図書スペースは、整っていない。 

低 

一部 

(中) 
（民間図書 
スペース） 

⑥高齢者を含めた趣味の活動 重 

 に使える個室や小スタジオ 

・当該機能については、需要やニーズ、機能特性等を踏まえ、重複する金剛中央公園の「まちづく

り活動や多目的な交流スペース(個室的スペース)」と併せて、金剛老人憩いの家等の類似施設と

の統合も含めた検討が必要となる。 

・老人憩いの家や市立集会所等の類似施設は、個別散在的に提供で

きているが、高齢者を含め多世代が多目的な交流を促進する

スペースとしての機能提供は地区内に少ない状況である。 
低 

（中央公園に 
集約整備） 

⑦地域の発表会や展示会が   重 

 できる小広間 

・当該機能については、需要やニーズ、機能特性等を踏まえ、重複する金剛中央公園の「まちづく

り活動や多目的な交流スペース(広間的スペース)」と併せて、地区内の集会所等の類似施設との

統合も含めた検討が必要となる。 

・金剛連絡所の２階ホールや集会所等の類似施設は、個別散在的に

提供できているが、多世代が集い・普段から何気なく目にする

気軽な広間的スペースとしての機能提供は地区内に少ない状況

である。 

低 
（中央公園に 
集約整備） 

⑧創業・起業支援施設 

（創業・起業相談所 等） 

・創業・起業支援施設（相談所等）機能については、「地区住民等のさまざまな活動やチャレ

ンジを可能とさせる活用」を図っていくとした再生の方向性とも合致しており、一定の導入効果

があると考えられるが、単一機能で常設とすべきか、支援の手法等も含め、あり方等について

検討が必要となる。 

・地区に密着した創業・起業支援施設（相談所等）機能は整っ

ていない。 

・地域の居場所やだれもが参加・チャレンジできる場として、

地域団体が「わっく Café」を運営している。 

・地区住民も含め、誰もが創業・起業にチャレンジできる支援を充実して
いく上で一定の必要性があると考えられるが、常設（恒久的施設）として

整備すべきか、専門家派遣や活動助成とすべきかの検討が必要となる。 中 

⑨地域に密着した小規模店舗 

 （小売店、飲食店等） 

・ピュア金剛（公設市場）の閉鎖・商店街の衰退等により、地区センターとしての活力･競争力

が低下していることから、駅前機能とは棲み分けた地域に密着した小規模店舗の導入効果は

高いと考えられる。 

・地域に密着した小規模店舗という導入機能の性質から基本的には、民間主体による事業展開が

必要となる。 

・既存の商業施設だけでは、地区住民に密着した日常的な利便

機能の充分な提供には至っていない。 

・金剛マルシェ（地場産やさい市）が月１回定期的に開催されて

いる。 

 

・ピュア金剛（公設市場）の閉鎖・商店街の衰退等により、地区センター
としての活力･競争力は低下しているが、地域に密着・寄り添った小規模

店舗（小売店、飲食店）を導入することで、生活利便性・にぎわい向上
と共に地区住民の身近な居場所づくりにもつながることから必要性は高い
と考えられる。（地区住民アンケートでも必要性順位・想定利用頻度ともに高い評価を得ている。） 

・なお、機能導入にあたっては、その内容から民間が主体となって事業展
開を図る必要があるが、需要や採算性等を踏まえた検討が必要となる。 

高 
（民間主体） 

ピ
ュ
ア
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剛
跡
・
中
央
広
場
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地
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に

密

着

し

た 

オ

ー

プ

ン

か

つ

柔

軟

な

空

間

活
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⑩屋外の屋根付き 

オープンスペース 

（マルシェイベント等活用） 

・オープンスペース機能については、再生の方向性である「ふれあい大通りや既存商店街との

回遊性・滞留性を促進するオープンな空間再編」を図っていくこと、活性化や交流の機会創出にも

つながるマルシェイベント等にも活用可能なことから導入効果は高いと考えらえる。 

・新たなオープンスペースとして、ふれあい大通りとの連携による活用効果が期待でき、そのた

めには、ふれあい大通りの歩道橋撤去の検討も必要となる。 
・コンテナスペース機能については、再生の方向性である「地区住民等の居場所となる機能の柔軟

な導入」、「地区住民等のさまざまな活動やチャレンジを可能とさせる活用」を図っていくための

機能導入ツール（器）として、柔軟な機能の配置・変更が可能な点からも導入効果は高いと考えら

れる。 

・ＵＲ都市機構の所有地であること等を踏まえ、事業スキーム検討や既存施設の撤去、基盤整備

については、公民が連携して進めていく必要があると考えられる。 

・金剛銀座街商店街前には、既存の中央広場があるが、ふれあい

大通りからの視認性が悪く、誘客が図りづらいことから、回遊性・

滞留性を促進する有効なオープンスペースとして活かされて

いない。 

・既存の中央広場では、金剛マルシェ（地場産やさい市）が月１回

定期的に開催されている。 

・地域の居場所やだれもが参加・チャレンジできる場として、

地域団体が「わっく Café」を運営している。 

・オープンな空間再編を図ることで、ふれあい大通りからの回遊性や既存
商店街を含めた滞留性を促進することができることから必要性は高いと

考えられる。 

・オープンスペースを利用したマルシェイベント等を活用した新規創業者
などとの交流の機会となる仕組みづくりや市内観光イベントとの連携･

観光資源との結びつけにもつなげていくことが重要となる。 

高 

⑪柔軟な利活用が可能な 

 コンテナスペース 

（小規模なカフェや雑貨店、 

①～⑨の機能等への活用） 

・機能導入ツール（器）として、簡易かつ柔軟なコンテナを導入すること

で、誰もが参画しやすい敷居を下げた場の提供が可能となり、地区住民
を含めた幅広い担い手によるにぎわい・居場所づくりにつながることから、
必要性が高いと考えられる。 

・なお、基本的には、民間主体での設置となるが、ＵＲ都市機構の所有地
であること等を踏まえ、事業スキーム検討や既存施設の撤去、基盤整備に
ついては、公民が連携して進めていく必要があると考えられる。 

高 
（民間主体） 

 

導入機能案の必要性 整理・評価一覧表 ②金剛銀座街商店街（ピュア金剛跡） ２／２ページ 
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エ
リ
ア
施
設
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【フェーズ１】 各対象施設・エリアの利活用プラン案（たたき台）の作成 【フェーズ２】 各対象施設・エリアの利活用プラン案の設定 

現状・課題等整理 初動期の意向把握 
利活用プラン案 
（たたき台） 

地区住民アンケート 地区住民等ワークショップ 
近隣市若者子育て 
世代アンケート 利活用プラン案 

既存施設の現状 
再生 
課題 

地域団体アンケート 

関係団体・事業者ヒア
リング 

まちづくり会議 
参加者への意見募集 
（求める機能充実） 

再生の 
方向性 
案 

導入機能案 各既存施設の「満足度」 
と「利用頻度」 

導入機能案の「必要性」 利活用プラン案の
掘下げ･新たな提案
の掘起し 

導入機能案の実現の
ための課題と解決に
向けた取組検討 

あなたが住む地域の
駅前においてあっ
たら利用したい機能 

再生の 
方向性 

再生 
整備 
事業 

導入機能案 
※アンダーライン部はフェーズ１の

たたき台から追加された機能案 導入機能案 必要性順位･回答数 
（エリア別） 

必要と回答した人を対象
とした想定利用頻度 

評価 

南
海
金
剛
駅
舎
・
駅
前
広
場 

●南海金剛駅 
・乗降客数：33,341人/日 

（H30年度） 

・所在地：大阪狭山市 

・土地･施設所有者：南海電鉄 

●駅構内テナント施設 
・店舗区画数：１９区画 
（内使用 17 区画・16 店舗） 

※R3年2月末時点 

・駅舎内･北側商業施設（13区画） 
 （内使用 12 区画・12 店舗） 

［店舗種別］ 

クリーニング店 

ＵＲ賃貸ショップ 

米屋、 菓子工房 

飲食店(うどん) 

飲食店(ファストフード) 

お菓子屋、 

カステラ屋 

整骨院 

バス定期券売り場 

たこ焼き屋 

モバイルステーション 

・南側商業施設（６区画） 
（内使用 5 区画・4 店舗） 

［店舗種別］ 

喫茶店（2店舗分）、書店 

文具店、歯科医院 

●駅前広場（約 1.0ha） 

・バース（ﾊﾞｽ 9、ﾀｸｼｰ 3） 

・金剛駅東駐車場：29台 

・金剛駅東自転車駐車場 

（富田林市エリア）： 

自転車884台、ﾊﾞｲｸ 100台 

・金剛駅東第二自転車駐車場 

（大阪狭山市エリア）： 

自転車230台、ﾊﾞｲｸ 268台 

・金剛駅東中央自転車駐車場 

（大阪狭山市エリア）： 

自転車1,061台、ﾊﾞｲｸ 451台 

●
ふ

れ

あ

い

大

通

り
：
現
状
の
交
通
量
、
路
側
帯
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
た
沿
道
の
土
地
利
用
と
連
動
す
る
活
用
方
法
、
再
整
備
内
容
の
検
討 

●
久
野
喜
台
１
号
公
園
：
地
区
内
の
他
施
設
の
整
備
の
方
向
性
を
踏
ま
え
た
活
用
方
法
の
検
討 

●
駅

舎

・

駅

前

広

場
：
南
海
電
鉄
や
大
阪
狭
山
市
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
駅
舎
・
駅
前
広
場
等
の
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
機
能
の
検
討 

[地域団体アンケート] 

●金剛地区をﾌｨｰﾙﾄﾞと
して活動する可能性 

・回答のあった市内の市民公益

活動団体 20 団体の内、16

団体(約8割)が「活動･活動

拡大の可能性がある」、「条

件が整えば活動・活動拡

大の可能性がある」と回答 

●整備してほしい施設 

(第１位) 
集会施設(6 団体) 

(第２位) 
レンタルスペース 

（子育て、健康づくり） 

(5 団体) 
(第３位) 
公園、広場(3 団体) 

●活動を想定する場所 

・４対象施設・エリアの内、

南海金剛駅周辺は 4 団体

(2 割弱）が活動する場合の

場所･施設として選択 

●南海金剛駅周辺に
あると活動しやす
くなると思う施設
機能 

(第１位) 
飲食店･ｶﾌｪ(7 団体) 

(第２位) 
商業施設（6 団体） 

駐車場（6 団体） 

(第３位) 
駐輪場（4 団体） 

子育て支援･保育施設 

（4 団体） 

[関係団体･事業者 
ヒアリング結果] 

(意見概要) 

・金剛駅は特急停車駅であり、

重要な駅として位置づけ

られているが、商業機能が

弱く機能強化が課題 

・駅周辺の都市機能の整備･充実、

魅力的な住環境の再整備と

駅及び周辺拠点のアクセス

性の強化が求められる 

・周辺の公園等を活用･ネット

ワークしたスポーツによる

コミュニティ形成 

●居住機能の

充実 

・高層マンション 

●文化機能の

充実 

・図書館や習い事が

できる環境づくり 

●生活支援機能

の充実 

・飲食店 

・医療モール 

・送迎保育 

・買物配送等 

●余暇・休養機能

の充実 

・健康･スポーツ

ステーション 

・レジャー施設、

周遊マップ掲示 

・若者から高齢者ま

で一息つけるよう

な空間づくり 

（オープンテラス等） 

・各施設･空間の駅

ビルとの接続 

●交通機能の

充実 

・金剛地区から富

田林駅への直通

バス機能 

●久野喜台１号

公園への導入

機能 

・早朝から開店し

ている喫茶店 

●その他 

・パークレットの

設置 

 

 
 

 
 

 

●

ふ

れ

あ

い

大

通

り 

：
道
路
の
路

肩
や
歩
道

の
に
ぎ

わ
い
空

間
活

用
、
将
来

的
な
沿

道
土
地

利
用

の
再
編
に

合
わ
せ

た
官
民

空
間

一
体
に
よ

る
に
ぎ

わ
い
活

用 
 

 
 

 
 

●
久
野
喜
台
１
号
公
園
：
立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を

活
か
し
た

健
康
・

ス
ポ
ー

ツ
増

進
機
能
の

付
加
、

あ
る
い

は
機

能
の
再
編

・
交
換

等
に
よ

る
活

用 

 
 

 
 

 

●

南

海

金

剛

駅

前 

：
健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
・

ア
フ
タ

ー
コ
ロ

ナ
を

軸
と
し
た

都
市
空

間
へ
の

再
編 

①日常生活用品を

扱う小売店舗 

（既存スーパー

と差別化） 

●南海金剛駅の 

満足度･利用頻度 

・満足度は「満足」「やや

満足」「どちらでもない」

がそれぞれ 22％、25％、

25％（計 72％）と高く、

利用頻度も週１回以上が

42％と高くなっている。 

●駅前広場の 

満足度･利用頻度 

・満足度は「どちらでもな

い」が 31％と最も多く、

次いで「やや満足」が

18％、「満足」が 13％（計

62％）となっている。利用

頻度についても週1回以

上が 33％と高くなって

いる。 

①日常生活用品

を扱う小売店舗 

（既存スーパー

と差別化） 

●第１位（199人） 
・全世代の地区住

民で評価が高く

最も求められて

いる機能 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

69％と高い頻度と

なっている 

高 

●掘下げ意見 

・金剛駅に人が来た

くなる目的づくり 

★新たな機能提案 

・オシャレなカフェ・

レストラン 

（デッキ(空中歩道)上

でも屋台･カフェ

の出店） 

・学生が気軽に寄れる場 

・サラリーマンが集

まれる居酒屋 

●課題 

・大阪狭山市との調整 

・雨天時でも活用可能

な屋根の設置が必要 

➡取組案 

・子どもといっしょに遊べ

るイベントの開催 

・住民或いは、民間事業者

によるキッチンカーを

活用した社会実験の実施 

（まず、駅前広場で

実施し、久野喜台１

号公園前への拡張の

可能性を探る） 

●第１位 

・「日常生活用品を

扱う小売店舗（既存

スーパーと差別

化）」 

●第２位 

・「地区を循環、近隣の拠

点と連絡する公共

交通の充実」 

●第３位 

・「駅前広場や道路空間

等を活用した滞留空

間」 

●第４位 

・「道路の路肩や歩道

でのキッチンカー等

の移動式店舗」 

●第５位 

・「低炭素モビリテ

ィの活用」 

●第６位 

・「駅前公園等のスポ

ーツ活用（バスケッ

トコートの整備

等）」 

●第７位 

・「コワーキングスペ

ース（小規模オフィ

ス空間）」 

 

 

※「⑨お洒落なカフェ･

レストラン、ブック

カフェ」は、ワーク

ショップを踏まえ

追加（居酒屋に

ついては、駅西側

に一定数立地してい

ることから除外） 

「⑦送迎ステーシ

ョン」、「⑧医療

モール」につい

ては、一般的に

駅前で想定され

る医療・福祉機

能として追加 
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●

南

海

金

剛

駅

前 

：
健
康
・
ス

ポ
ー
ツ
・

ア
フ
タ

ー
コ
ロ

ナ
を

軸
と
し
た

都
市
空

間
へ
の

再
編 

 

金
剛
駅
の
再
整
備 

駅

前

施

設

の

建

替

え

高

度

利

用

の

促

進

に

よ

る

都

市

機

能

の

充

実 
①日常生活用品を扱う小売店舗 

（既存スーパーと差別化） 

②コワーキング 

スペース 

（小規模オフィス

空間） 

②コワーキング 

スペース 

（小規模オフィス

空間） 

●第５位（27 人） 
・30 歳代の若者も

含め、評価は高

くない 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

59％と高い頻度と

なっている 

低 
②コワーキングスペース 

 （小規模オフィス空間） 

③駅と住宅地をつ

なぐデッキ通路 

（空中歩道） 

③駅と住宅地をつ

なぐデッキ通路 

（空中歩道） 

●第４位（59 人） 
・全体的に一定の

評価を得ている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

49％と比較的高い 中 
③駅と住宅地をつなぐデッキ通路 

 （空中歩道） 

④駅前広場や道路

空間等を活用

した滞留空間 

④駅前広場や道路

空間等を活用

した滞留空間 

●第３位（62 人） 
・60 歳以上を中心

に一定の評価を

得ている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

42％と比較的高い 中 
④駅前広場や道路空間等を 

 活用した滞留空間 

⑤地区を循環、近隣

の拠点と連絡する

公共交通の充実 

⑤地区を循環、近隣

の拠点と連絡する

公共交通の充実 

●第２位（109人） 
・60 歳以上を中心

に全体的に高い

評価を得ている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

49％と比較的高い 高 
⑤地区を循環、近隣の拠点と 

 連絡する公共交通の充実 

⑥低炭素モビリティ

の活用 

⑥低炭素モビリティ

の活用 

●第６位（27 人） 

・全世代的に評価

は高くなく最下

位となっている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

41％と比較的高い 低 
⑥低炭素モビリティの活用 

（気軽な周辺施設への移動･

周遊） 

－ － － 

※週１回以上の利用頻度項目： 

・毎日(週 5 日程度) 

・毎週土･日･祝 

・週 2～3 回 

・週 1 回程度 

－ 

⑦送迎ステーション 

（待機児童の解消）※ 

⑧医療モール 

（複合医療サービスの充実）※ 

⑨お洒落なカフェ･レストラン、 

 ブックカフェ 

ふ
れ
あ
い
大
通
り
及
び
沿
道･

久
野
喜
台
１
号
公
園 

●ふれあい大通り 

(市道金剛中央線) 

・幅員：30ｍ（両側歩道） 

（歩道7ｍ(有効4～5ｍ)） 

・延長：約520ｍ 

●久野喜台１号公園 

(街区公園) 

・面積：2,032㎡ 

⑦道路の路肩や歩道

でのキッチンカー

等の移動式店舗 

●ふれあい大通りの

満足度･利用頻度 

・満足度は「どちらでもな

い」が 28％と最も多く、

次いで「やや満足」、「満

足」がそれぞれ 19％、

18％(計 65％)となって

いる。利用頻度について

も週1回以上が41％と高

くなっている。 

●久野喜台１号公園

の満足度･利用頻度 

・利用頻度は「利用して

いない」が 80％と多

く、満足度も「わから

ない」が 44％、「どち

らでもない」が 28％と

関心が薄い。 

⑦道路の路肩や歩道

でのキッチンカー

等の移動式店舗 

●第２位（105人） 
・30 歳代までの若

者を中心に一定

の評価を得てい

る（30 歳代まで

の若者では第１

位） 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

53％と比較的高い 

中 

●掘下げ意見 

(道路の路肩や歩
道でのキッチン
カー等の移動式
店舗について) 

・ランチ販売 

・買ったランチを
ゆっくり食べられ
るベンチ 

・駅からピュア金剛
まで点在させる 

・通りをより身近な
名称に改名 

★新たな機能提案 

(久野喜台１号公
園のスポーツ活用
について) 

・スケートボードパーク 

 

●課題 

・久野喜台１号公園と
ふれあい大通りの連携･
連動性の確保 

・久野喜台１号公園と
団地内公園の連携・
連動性の確保 

・学生が利用できる
スペース、子どもが
しばらく滞在したいと
思う空間づくり 

➡取組案 

・住民、民間事業者等によ

るキッチンカーを活用

した社会実験の実施 

（商業機能の可能性調査

の一環として） 

 

ふ
れ
あ
い
大
通
り
及
び
沿
道
の
利
活
用
促
進 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
仮
設
店
舗
に
よ
る
沿
道
の
に
ぎ
わ
い
創
出 

公
園
ス
ポ
ー
ツ
の
拡
充
に
よ
る
都
市
魅
力
の
向
上 

⑩道路の路肩や歩道での 

キッチンカー等の移動式店舗 

⑧久野喜台１号公園

のスポーツ活用 

（バスケットコート

の整備等） 

⑧久野喜台１号公園

のスポーツ活用 

（バスケットコート

の整備等） 

●第３位（47 人） 
・30 歳代までの若

者で一定の評価

があるものの全

体的な評価は高

くない（60 歳以

上では最下位） 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

26％と比較的低

い頻度となってい

る 
低 

⑪久野喜台１号公園の 

スポーツ活用 

（バスケットコート、スケート

ボードパークの整備等） 

⑨駅前団地の低層部

のリノベーション

による沿道のに

ぎわい空間づくり

の促進 

⑨駅前団地の低層部

のリノベーション

による沿道のに

ぎわい空間づくり

の促進 

●第１位（108人） 
・全世代の地区住

民で高い評価を

得ている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

58％と高い頻度と

なっている 高 

沿
道
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進 

⑫沿道土地利用と一体となる

にぎわい空間づくりの促進 

 

導入機能案の必要性 整理・評価一覧表 ③南海金剛駅周辺 １／２ページ 
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利活用プラン案 【フェーズ３】 各対象施設・エリアの利活用プラン案における導入機能案の評価 ～各ステークホルダー(※)との利活用プラン案の共有も踏まえ整理～ （※南海電鉄、UR 都市機構、大阪狭山市、庁内関係部署） 

再生の 
方向性 

再生 
整備事業 導入機能案 都市機能配置上の課題、施策・事業計画等との整合性を踏まえた導入効果等 既存サービス・機能配置等の状況 総  評 

（整備･機能導入の必要性）  
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●
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野
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台

１

号

公

園

：
立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
健
康
・
ス
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ツ
増
進
機
能
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加
、
あ
る
い
は
機
能
の
再
編
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交
換
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●
南

海

金

剛

駅

前 

：
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
軸
と
し
た
都
市
空
間
へ
の
再
編 

金
剛
駅
の
再
整
備 

駅

前

施

設

の

建

替

え

高

度

利

用

の

促

進

に

よ

る

都

市

機

能

の

充

実 

①日常生活用品を扱う小売店舗 

（既存スーパーと差別化） 

・
人
口
動
態
や
社
会
情
勢
の
変
化
、
各
再
生
事
業
に
よ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
影
響
等
を
見
据
え
、
投
資
効
果
を
見
極
め
た
必
要
性
判
断
が
肝
要
と
な
る
。 

・にぎわいの核として都市機能の強化を図るべき駅において、周辺の既存スーパー等と差別化

を図りつつ、住民や通勤通学利用者（学生･サラリーマン）等が便利で気軽に立ち

寄れる小売店舗の必要性は高いと考えられる。 

・導入機能（施設機能）の内容より民間主体による機能導入となる。 

・現状の商業施設機能では、１日の平均乗降客数約 3万 3千人(H30

年度)の特急停車駅の機能として、便利で気軽に立ち寄れる小売

店舗等の機能が不足している。 

・現状の商業施設機能では、１日の平均乗降客数約１日3万3千人(H30年度)

の特急停車駅の機能として弱く、周辺の既存スーパー等と差別化された魅力的
な日常生活用品を扱う小売店舗を導入することで、通勤通学利用者（学生・
サラリーマン）の利便性向上を図ることができ、必要性は高いと考えられる。

（地区住民アンケートでも必要性順位・想定利用頻度ともに高い評価を得ている。） 

高 
（民間主体） 

②コワーキングスペース 

（小規模オフィス空間） 

・コロナ禍における昨今の働き方の変容から、大都市郊外の駅前におけるコワーキ

ングスペースの需要は高まってきており、一定の必要性はあると考えられる。 

・導入機能（施設機能）の内容より民間主体による機能導入となる。 

・コワーキングスペース機能は、地区センター施設の一画に整備された「∞

KON ROOM（インフィニットコンルーム）」において、コワーキングスペー

ス機能の社会実験が行われている。（令和3年1月～令和5年2月まで） 

・一方で、需要が高いと思われている駅前においては、機能が提供出来ていない。 

・駅前におけるコワーキングスペースの需要は高まってきており、民間施
設による一定の必要性はあると考えられる。 

・ただし、機能導入にあたっては「∞KON ROOM」におけるコワーキングスペースの利活
用状況の社会実験の実施状況も踏まえ、投資効果等を検討していく必要がある。 

中 
（民間主体） 

③駅と住宅地をつなぐデッキ通路 

 （空中歩道） 

・デッキ通路（空中歩道）は、駅舎と周辺住宅地を結ぶことでアクセス利便性の強化と共

に駅前周辺のウォーカブルな回遊性、滞留性、駅舎テナント施設のにぎわいの促進にも

つながることから、駅周辺を含めた一体的整備において導入効果は高いと考えられる。 

・機能導入にあたっては、南海電鉄、分譲団地管理組合と大阪狭山市、富田林市による、

それぞれの事業方針を踏まえた調整が必要となる。 

・周辺住宅地から駅前へのアクセスは、横断歩道等を介した地上で

の一定限られたアプローチとなっている。 
・駅舎と周辺住宅地のアクセス強化と共に駅前周辺のウォーカブルな回遊性、

滞留性、駅舎テナント施設のにぎわいの促進にもつながることから、駅周
辺を含めた一体的なデッキ通路整備の必要性は高いと考えられる。（地区住

民アンケートでもある程度の必要性評価を得ている。） 

・機能導入にあたっては、南海電鉄、分譲団地管理組合と大阪狭山市、富田林
市による、それぞれの事業方針を踏まえた調整が必要となる。 

高 
（公民連携） 

④駅前広場や道路空間等を 

 活用した滞留空間 

・滞留空間（パークレット）は、駅前の公共空間での人溜まり・居場所・にぎわいを生み

出す付加的機能（公共空間の使いこなし）として導入効果は高いと考えられる。 

・各地で社会実験等も行われており、駅前等の公共空間の多機能化（使いこなし）・

飲食店等との連携の視点が重要視されてきている。 

・導入機能（施設機能）の内容より民間主体による機能導入が望ましい。 

・駅構内や駅前広場には気軽に座れるベンチも少なく、待ち時間

を過ごすなど、駅周辺で滞在できる空間が乏しい。 
・駅前の公共空間での人溜まり･居場所を生み出す滞留空間（パークレット）は、
にぎわいを生み出す付加的機能として一定の必要性があると考えられる。
（地区住民アンケートでもある程度の必要性評価を得ている。） 

・ただし、機能導入にあたっては、民間を主体とし、社会実験から始め、
利用状況や導入効果を評価しながら進めていく必要がある。 

中 
（民間主体） 

⑤地区を循環、近隣の拠点と 

 連絡する公共交通の充実 

・交通結節拠点である駅前や地区内各所における公共交通の充実は、高齢者の移動支援や

外出促進にもつながることから必要性が高いと考えられる。 

・なお、公共交通の充実については、乗合タクシーや配送・移動マッチングサービス等の

デマンド型の公共交通も含め全市的な交通政策の中で整理していく必要がある。 

※市では、「地域公共交通計画」の策定も検討中。 

・路線バスによる周辺主要施設等への一定の公共交通サービスは

提供されているものの、利用者意向に柔軟に対応できるデマン

ド型の公共交通の提供にまでは至っていない。 

・交通結節拠点である駅前や地区内各所におけるデマンド型の公共交通
の充実により、高齢者の移動支援や外出促進にもつながることから

必要性は高いと考えられる。（地区住民アンケートでも高い必要性評価を得ている。） 

・ただし、機能導入にあたっては、全市的な交通政策を踏まえる中で、「地域
主体型交通」等による検討が必要となる。 

高 
（公民連携） 

⑥低炭素モビリティの活用 

（気軽な周辺施設への移動･周遊） 

・交通結節拠点である駅前における誰もが気軽に利用でき、柔軟な使い方が可能な

低炭素モビリティ（利用者自らが運転する小型ＥＶ車や電動自転車等）によるシェア

リングサービス等の導入は、地区内外の近隣拠点の利用促進や広域的な連携・ネット

ワークを図る上で導入効果は高いと考えられる。 

・機能導入にあたっては、民間主体としながらも設置場所の調整等では公民が連携し進めていく必要がある。 

・誰もが気軽に利用でき、柔軟な使い方が可能な低炭素モビリティ

（利用者自らが運転する小型 EV 車や電動自転車等）は導入され

ていない（一般的なレンタサイクルもない）。 

・交通結節拠点の駅前における低炭素モビリティ（利用者自らが運転する小型ＥＶ車
や電動自転車等）の導入を図ることで、広域的な連携･ネットワークによる地区
内外の近隣拠点の利用促進につながることから必要性は高いと考えられる。 

・しかしながら、地区住民アンケート等の必要性評価は高くないため、機能
導入にあたっては、社会実験等により需要を確かめながら行う必要がある。 

中 
（民間主体） 

（公共支援） 

⑦送迎ステーション 

（待機児童の解消） 

・待機児童対策として民間認可保育施設の誘致を優先して進めているため、送迎ステー

ションについては、その有効性について検討していく必要がある。 

・なお、保育送迎ステーションは、市街地の待機児童を郊外の余裕のある保育施設へ

送迎することで待機児童の解消を図るものであるが、近年は、民間認可保育施設の

誘致により待機児童は解消に向かっている。 

・送迎ステーションの提供は出来ていない。 

・待機児童対策として、民間認可保育施設の誘致を優先して進めて

いる。 

・待機児童対策として民間認可保育施設の誘致を優先して進めているた

め、送迎ステーションについては、その有効性について検討していく必要が
あるものの、現状として民間認可保育施設の誘致により待機児童は
解消に向かっているため、今後の再生事業による子育て世帯の転入状況

に応じた検討が必要となる。 

中 
（民間主体） 

（公共支援） 

⑧医療モール 

（複合医療サービスの充実） 

・金剛駅周辺には、既に各種医院、クリニックが複数点在しており、医療モール

の必要性は低いと考えられる。 
・駅周辺を中心に各種医院、クリニックが複数点在しているが、駅舎内、

駅前において、医療モール（複合医療サービス）は整っていない。 
・金剛駅周辺には、既に各種医院、クリニックが複数点在しており、医療
施設の必要性は低いと考えられる。ただし、モール化による一定の集約

効果はあることから今後の駅利用者等のニーズを注視していく必要がある。 

低 
（民間主体） 

⑨お洒落なカフェ･レストラン、 

 ブックカフェ 

・にぎわいの核として都市機能の強化を図るべき駅において、住民や通勤通学利用者（学

生･サラリーマン）等が気軽に寄れる居場所にもなるお洒落なカフェ・レストランの

必要性は高いと考えられる。また、公共空間を利用した滞留施設(パークレット)等と

の連携による相乗効果も期待できる。 

・導入機能（施設機能）の内容より民間主体による機能導入となる。 

・現状の飲食店（東出口：ファストフード店、うどん店、喫茶店(軽

食)）のみでは、１日の平均乗降客数約 3 万 3 千人(H30 年度)の

特急停車駅の機能としては、不足している。 

・現状の飲食店（ファストフード店、うどん店、喫茶店(軽食)）では、
１日平均乗降客数約 3万 3千人(H30 年度)の特急停車駅前の機能とし
て弱く、お洒落なカフェ・レストラン（民間）を導入することで、中核

的都市機能の充実と共に公共空間を利用した滞留施設(パークレット)との
連携による住民や通勤通学利用者（学生･サラリーマン）等の気軽に集ま
れる居場所づくりにもつながることからその必要性は高いと考えられる。 

高 
（民間主体） 
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⑩道路の路肩や歩道での 

キッチンカー等の移動式店舗 

・地区住民の日々の生活の移動軸となるふれあい大通りの歩道等の公共空間へのキッチンカー

等の移動式店舗の導入は、駅前から続くにぎわい軸の創出を目指した取組として導入効果は

高いと考えられ、パークレットとの連携も期待される。 

・各地でキッチンカー導入の社会実験も行われており、公共空間の多機能化（使いこなし）の

視点が重要視されてきている。 

・導入機能（施設機能）の内容より民間主体による機能導入が望ましい。 

・駅前広場から続くふれあい大通りは、沿道の住宅や金剛銀座街

商店街、歩道との一体性が図られておらず、通りと一体化した

にぎわい空間としては活用されていない。 

・ふれあい大通りの歩道等の公共空間へのキッチンカー等の導入により、
沿道空間のにぎわい活用を図ることで、駅前から続くにぎわい軸の創出

につながることから、その必要性は高いと考えられる。（地区住民アンケート

でも一定の必要性評価を得ている。） 

・ただし、機能導入にあたっては、民間を主体とし、社会実験から始め、

利用状況や導入効果を評価しながら進めていく必要がある。 

高 
（民間主体） 

⑪久野喜台１号公園のスポーツ活用 

（バスケットコート、スケート

ボードパークの整備等） 

・多くの住民の目に触れる駅前公園での若者居住促進、スポーツの日常化を目指した付加的機能と

してスポーツ活用は一定の導入効果があると考えられる。 

・ただし、機能導入にあたっては、金剛中央公園の導入機能で対応可能な施設との仕分けや投資効果、当該

公園の位置的ポテンシャルを勘案した土地利用再編の可能性を踏まえ、慎重に検討していく必要がある。 

・また、住宅と隣接していることを踏まえ、騒音抑制等の配慮が必要である。 

・スポーツ活動空間は、地区内では金剛中央公園におけるスポーツ

ホール（アリーナ）やグラウンド、地区外近接施設としては市民

総合体育館が存在している。 

・若者等のニーズが見込める、屋外空間で気軽にバスケットボール

やスケートボードを楽しめる環境は、提供出来ていない。 

・多くの住民の目にふれる駅前公園のスポーツ活用は若者居住促進、スポーツ
の日常化を目指した付加的機能として一定の必要性があると考えられ

るが、地区全体でのスポーツ活動空間は一定程度サービス提供されて
いることから、導入にあたっては、金剛中央公園の導入機能で対応可能
な機能との仕分けや投資効果、当該公園の位置的ポテンシャルを勘案した

将来的な土地利用再編の可能性も踏まえ、慎重に検討していく必要がある。 

中 

沿
道
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や 

リ
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ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
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⑫沿道土地利用と一体となる 

 にぎわい空間づくりの促進 

・地区住民の日々の生活の移動軸となるふれあい大通りにおいて、沿道の住宅等との一体的な

空間づくりは、駅前から続くにぎわい軸の創出において導入効果があると考えられ、パークレット

やキッチンカーとも連携した官民地の一体的なにぎわい創出が重要となる。 

・導入機能の検討に際し、道路・住宅等の所有管理者等、公民連携による検討が必要となる。 

・駅前広場から続くふれあい大通りは、沿道の住宅や金剛銀座街

商店街、歩道との一体性が図られておらず、通りと一体化した

にぎわい空間としては活用されていない。 

・地区住民の生活軸となるふれあい大通り沿道において、住宅等と一体的と

なる機能等の導入を図ることで、駅前から続くにぎわい軸の創出と共に
金剛中央公園をはじめとした他施設への利用客誘引にもつながることから
その必要性は高いと考えられる。（地区住民アンケートでも必要性順位・想定利用

頻度ともに高い評価を得ている。） 

・公民連携により地域にも開かれたにぎわい機能を導入すると共にパーク
レットやキッチンカーとも連携していくことが重要となる。 

高 
（民間主体） 

 

導入機能案の必要性 整理・評価一覧表 ③南海金剛駅周辺 ２／２ページ 
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エ
リ
ア
施
設
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【フェーズ１】 各対象施設・エリアの利活用プラン案（たたき台）の作成 【フェーズ２】 各対象施設・エリアの利活用プラン案の設定 

現状・課題等整理 初動期の意向把握 
利活用プラン案 
（たたき台） 

地区住民アンケート 地区住民等ワークショップ 
近隣市若者子育て 
世代アンケート 利活用プラン案 

既存施設の現状 

※公園全体面積：約3.75ha（池部除く） 

再生 
課題 

地域団体アンケート 

関係団体・事業者ヒア
リング 

まちづくり会議 
参加者への意見募集 
（求める機能充実） 

再生の 
方向性 
案 

導入機能案 各既存施設の「満足度」 
と「利用頻度」 

導入機能案の「必要性」「利用頻度」 利活用プラン案の
掘下げ・新たな提案
の掘起し 

導入機能案の実現の
ための課題と解決に
向けた取組検討 

あなたが住む地域の
公園において、あっ
たら利用したい機能 

再生の 
方向性 

再生 
整備 
事業 

導入機能案 
※アンダーライン部はフェーズ１の

たたき台から追加された機能案 導入機能案 必要性順位･回答数 
（全体順位） 

必要と回答した人を対象
とした想定利用頻度 

評価 

池
・
公
園
外
周
部 

●池部 

・所有者：半田財産区 

（大阪狭山市） 

・管理者：寺ヶ池水利組合 

●公園外周部 

(現況山林部・外周部の桜) 

・外周部の桜(ソメイヨシノ)は寿命を

迎えつつある 

・所有者：富田林市 

・管理者：富田林市 

農とみどり推進課 

●
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
活
か
し
た
フ
ァ
ン
・
ク
ル
ー
の
発
掘
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成 

●
地
区
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
連
動
す
る
と
と
も
に
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
公
園
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
再
整
備
案
の
検
討 

[地域団体アンケート] 

●金剛地区をﾌｨｰﾙﾄﾞと
して活動する可能性 

・回答のあった市内の市民公益

活動団体 20 団体の内、16

団体(約8割)が「活動･活動

拡大の可能性がある」、「条

件が整えば活動・活動拡

大の可能性がある」と回答 

●整備してほしい施設 

(第１位) 
集会施設(6 団体) 

(第２位) 
レンタルスペース 

（子育て、健康づくり） 

(5 団体) 
(第３位) 
公園、広場(3 団体) 

●活動を想定する場所 

・４対象施設・エリアの内、

金剛中央公園は1団体（約

0.5割）が活動する場合の

場所･施設として選択 

●寺池公園にあると
活動しやすくなる
と思う施設機能 

(第１位) 
駐車場(7 団体) 

(第２位) 
飲食店･ｶﾌｪ(4 団体) 

(第３位) 
その他(3 団体) 

・歩道、緑地 

・周回できる遊歩道 

・グランピング施設 

[関係団体･事業者 
ヒアリング結果] 

(意見概要) 

・寺池公園での地区住民の活

動（催し）は評価が高い 

・自然環境や眺望を活かした

カフェ、駐車場、屋外トイレ

の設置検討 

●施設整備 

(商業施設) 
・カフェ、レストラン 

・コンビニ 

・マルシェの開催、

キッチンカー 

(文化施設) 
・交流施設 

・図書館 

(余暇施設) 
・ＢＢＱができる

スペース 

(その他) 
・駐車場 

・展望台兼ステージ 

●園路等の整備 

(園路整備) 
・水辺空間が感じら

れる園路 

・園路のスロープ化 

・遊歩道の街灯 

(歩道整備) 
・北側道路の一方

通行化･歩道拡幅 

(その他) 
・吊り橋の設置 

・斜行エレベーター 

・花壇の設置 

●公園管理 

(組織) 
・日常管理を行う

ボランティア

団体の設立 

(管理･取組方針) 
・樹木の継続的な

剪定管理 

・清掃活動(月1回) 

・カフェ活動の検討･

推進 

●その他 

・池への蓮･スイレン

などの花の植え付け 

・広場･通路･地形

等各エリアへの

名付け 
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①金剛山や水辺等

を眺める展望

デッキ広場 

(滞留･休憩スペース) 

－ 

（池部・公園外周部の 

アンケートデータなし） 

①金剛山や水辺等

を眺める展望

デッキ広場 

(滞留･休憩スペース) 

●第２位（153人） 
・40歳以上を中心

に高い評価を

得ている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

47％と比較的高い 
高 

●掘下げ意見 

(公園全体を周遊
する歩道・通路
について) 

・全体の延長が長いので、

短区間ごとに少し

ずつ進める 

・里山公園エリアの

水辺広場へのバリア

フリールートの確保 

★新たな機能提案 

(取組提案) 

・公園外周の桜(ソメ

イヨシノ)の世代交代 

（寿命の50年が近い） 

●課題 

・水利組合との調整 

・大阪狭山市との調整 

（金剛山を背景とした最

も景色の良い展望所は

大阪狭山市域となる） 

・桜の現状診断 

 

➡取組案 

・水利組合との調整問題

については大阪狭山

市民(金剛一丁目自治会)

との民・民の連携か

らはじめていく 

 

●第１位 

・「林間カフェ」 

●第２位 

・「周辺の山や水辺等

を眺める展望デッキ

広場（滞留・休憩ス

ペース）」 

●第３位 

・「公園全体を周遊する

歩道・通路」 

●第４位 

・「林間広場（音楽ライブ

等のイベント、間伐

材を利用した遊具

による遊び場等）」 
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ク

ル

ー

・

フ

ァ

ン

の

拡

大

に

つ

な

が

る

住

民

主

体

の

取

組

に

よ

る

漸

進

的

整

備

・

再

編

 
 

 
 

 
 

 
 

●

水

辺

や

み

ど

り

、

広

が

り

あ

る

眺

望

を

活

か

し

た

空

間

再

編

 
 

 
 

 
 

 
 

●

だ

れ

も

が

使

い

こ

な

せ

る

公

園

空

間

へ

の

再

編

 
池
・
公
園
外
周
部
の
再
整
備 

展
望
デ
ッ
キ
広
場
整
備 

①金剛山や水辺等を眺める 

展望デッキ広場 

（滞留・休憩スペース） 

②親水空間 

(親水護岸の整備) 

②親水空間 

(親水護岸の整備) 

●第５位（65人） 
・全世代的に評価

は高くない 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

59％と高い頻度

となっている 低 

親
水
空
間
の
整
備 

②親水空間 

（親水護岸の整備） 

③公園全体を周遊

する歩道・通路 

③公園全体を周遊

する歩道・通路 

●第１位（198人） 
・全ての世代で１位

と地区住民に

最も求められ

る機能と考え

られる 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

55％と高い頻度

となっている 高 

周
遊
路･

通
路
の
整
備 

③公園全体を周遊する 

歩道･通路 

－ － － － － 

桜
の
世
代
交
代 

④桜の植樹・植え替え 

西
部
（
北
西
・
南
西
）
公
園
エ
リ
ア 

●北西部公園エリア 

・広場（遊具あり） 

・外周部の桜(ソメイヨシノ)は寿命を

迎えつつある 

・水際のネットフェンスが景観

を損なっている 

・エリア南側・東側は、うっそうと

した樹木が多く、池への眺望を

遮っている 

●南西部公園エリア 

・外周部の桜(ソメイヨシノ)は寿命を

迎えつつある 

・水際のネットフェンスが景観

を損なっている 

・池際にうっそうとした樹木が多く、

池への眺望を遮っている 

・両所有者：富田林市 

・両管理者：富田林市 

農とみどり推進課 

－ 

●北西部公園エリアの

満足度・利用頻度 

・利用頻度は、「利用していない」

が68％、満足度も「わからない」

が43％、「どちらでもない」が26％

と、住民に利用されていないと考

えられる。 

●南西部公園エリアの

満足度・利用頻度 

・利用頻度は、「利用していない」

が74％、満足度も｢わからない」

が46％、｢どちらでもない」が24％

と、住民に利用されていないと考

えられる。 

－ － － － 

★新たな機能提案 

(北西公園エリア
について) 

・公園内で一番使い

易い北西公園エリア

の多様な使いこなし 

・催し･イベントの

継続的実施 

・斜面を使ったスベ

リ遊び 

●課題 

・集会施設の設置 

（南西エリア） 

➡取組案 

・集会施設の青写真

（計画）の検討 

（公園内に設置する場

合は、特定の者のた

めではない開かれた

施設としての整備が

求められることを踏

まえ、市と調整する

必要がある） 

 

 

 

西
部
公
園
エ
リ
ア
の
利
活
用 

西
部
公
園
エ
リ
ア
の
多
機
能
化 

⑤各種イベントや地形を 

活かした遊び場の創出 

④コミュニティ・

交流施設 

（簡単に設置できる

コンテナハウス等） 

④コミュニティ・

交流施設 

（簡単に設置できる

コンテナハウス等） 

●第６位（28人） 

・全世代的に評価

が低く最下位

となっている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

39％と比較的高い 

低 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備 

⑥コミュニティ・交流施設 

（簡単に設置できるコン

テナハウス等） 

東
部
里
山
公
園
エ
リ
ア 

●東部里山公園エリア 

・現況地形や既存樹木を活かし

た自然公園 

・散策路（階段） 

・展望所（樹木により眺望は良く

ない） 

・樹木が多く薄暗く、起伏が激し

いため、人が寄り付いていない 

・所有者：富田林市 

・管理者：富田林市 

農とみどり推進課 

・地区住民のボランティアによる

間伐等の維持管理が行われてい

る 

 

⑤木漏れ日広場、

林間広場 

（音楽ライブ等の

イベント、間伐材

を利用した遊具

による遊び場等） 

●東部里山公園エリアの

満足度・利用頻度 

・利用頻度は、「利用していない」

が75％、満足度も「わからない」

が45％、「どちらでもない」が23％

と、住民に利用されていないと考

えられる。 

⑤木漏れ日広場、

林間広場 

（音楽ライブ等の

イベント、間伐材

を利用した遊具

による遊び場等） 

●第３位（144人） 
・地区住民全体的

に一定の評価

を得ている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

35％と比較的高い 
中 

●掘下げ意見 

(木漏れ日広場、
林間広場について) 
・入口付近の小山を
カットして平地
をつくる 

・寺池公園に人を寄せ
るなら里山公園エリア
とし、広域的に集客
できる公園として
利活用促進を図る 

(林間カフェについて) 
・定期的な仮設店
舗(ｷｯﾁﾝｶｰ等)の
出店 

★新たな機能提案 
・公衆トイレ 
（公園活動の活発化や
子どもの利用促進
等を考えると必要） 

・駐車場、駐輪場 

●課題 

・人が寄り付いていない
里山公園エリアの
プラスイメージ転換 

・周辺住民の合意形成 

・施設整備、維持管理 

➡取組案 

・ＮＰＯ等団体の立ち
上げ法人化 

・手づくりスロープ道づく
りのＷＳ 

・樹種スタンプラリー 

・木工イベント 

東
部
里
山
公
園
エ
リ
ア
の
再
整
備 

里
山･

木
漏
れ
日
広
場
整
備 + 

林
間
カ
フ
ェ
等
の
整
備 

⑦木漏れ日広場、林間広場 

（音楽ライブ等のイベント、 

 間伐材を利用した遊具に 

よる遊び場等） 

⑥林間カフェ ⑥林間カフェ 

●第４位（141人） 
・地区住民全体的

に一定の評価

を得ており、

30 歳代までの

若者では２位

となっている 

・週 1 回以上の利用

頻度項目の合計が

33％と比較的低

い頻度となってい

る 
中 

⑧林間でのカフェや 

キッチンカーの出店促進 

－ － － － － 

ト
イ
レ
等
の 

公
益
施
設
の
整
備 

⑨公衆トイレ、駐車場･駐輪場 

 の整備 

 

導入機能案の必要性 整理・評価一覧表 ④寺池公園 １／２ページ 
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利活用プラン案 【フェーズ３】 各対象施設・エリアの利活用プラン案における導入機能案の評価 ～各ステークホルダー(※)との利活用プラン案の共有も踏まえ整理～ （※南海電鉄、UR 都市機構、大阪狭山市、庁内関係部署） 

再生の 
方向性 

再生 
整備事業 

導入機能案 都市機能配置上の課題、施策・事業計画等との整合性を踏まえた導入効果等 既存サービス・機能配置等の状況 総  評 
（整備･機能導入の必要性） 

●

ク

ル
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・

フ

ァ
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大
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な
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る

住

民

主

体

の

取

組

に

よ

る

漸

進

的

整

備

・

再

編

 

●

水

辺

や

み

ど

り

、

広

が

り

あ

る

眺

望

を

活

か

し

た

空

間

再

編

 

●

だ

れ

も

が

使

い

こ

な

せ

る

公

園

空

間

へ

の

再

編

 

池
・
公
園
外
周
部
の
再
整
備 

展
望
デ
ッ
キ
広
場
整
備 

①金剛山や水辺等を眺める 

展望デッキ広場 

（滞留・休憩スペース） 

・金剛山や水辺等を眺める展望デッキ広場は、まちなかの貴重な自然資源である寺ヶ池を活かし

たレクリエーション機能を拡充する施設として、その導入効果は高いと考えられる。 
・寺ヶ池と各公園エリアの間にあるうっそうとした樹木により、

寺ヶ池の眺望等の水辺を楽しめる環境が提供出来ていない。 
・うっそうとした樹木により池への視界が遮られた水際に金剛山や寺ヶ池
を眺められる展望デッキ広場や休憩スペースを整備することで、まちなか

の貴重な自然資源を享受できる憩い・レクリエーション空間が創出され、
地区住民等の利用促進につながることから必要は高いと考えられる。
（地区住民アンケートでも高い必要性評価を得ている。） 

高 

親
水
空
間
の
整
備 

②親水空間（親水護岸の整備） 

・親水護岸整備による寺ヶ池への視認性を保った一定の離隔確保による安全性の向上や水際の

設えによる景観向上、水際の草木等の維持管理の軽減等の相乗効果が期待でき、上記の水辺等

を眺める展望デッキ広場等との連携整備による整備効果は高いと考えられる。 

・寺ヶ池と各公園エリアの間には、ネットフェンスが設置されてお

り安全性は保たれているが、うっそうとした樹木により寺ヶ池へ

の眺望等の水辺を楽しめる環境が提供出来ていない。 

 

・親水護岸整備による寺ヶ池への安全性の向上や景観向上、維持管理の
軽減等の効果が期待でき、上記の水辺等を眺める展望デッキ広場等と

の連携整備による相乗効果を含め必要性は高いと考えられる。（地区住民

アンケートでは低い必要性順位となっている。） 高 

周
遊
路･

通
路
の
整
備 

③公園全体を周遊する歩道・通路 

・寺池公園の外周部（約 1.3km）は、適度なウォーキングに見合っており、寺ヶ池等の自然資源

への眺望等を活かしたウォーキングによる継続的な健康増進活動の場として周遊路の整備効

果は高いと考えられる。 

・公園南側を除いて、敷地周囲の公道上には歩道が整備されている

ものの、幅が狭く、場所によっては傾斜がきつく、自然資源であ

る寺ヶ池もほとんど見えない状況であり、魅力ある一続きの周遊

路としての機能は提供出来ていない。 

・寺池公園の適度なウォーキングに見合った外周長（約1.3km）と寺ヶ池等
の自然資源への眺望等を活かした健康増進活動・レクリエーションの場

として、周遊路の整備の必要性は高いと考えられる。（地区住民アンケートで

も必要性順位・想定利用頻度ともに高い評価を得ている。） 

・上記の水辺等を眺められる展望デッキ・ベンチ等の滞留･休憩スペース

とも連携した景色を眺めながら・休みながら、公園全体を愉しみ、
周れる施設整備が望まれる。 

高 

桜
の
世
代
交
代 

④桜の植樹・植え替え 

・金剛地区が整備された当初に植えられた公園外周の桜（ソメイヨシノ）の寿命が近づいてお

り、市内の桜の名所の一つとして、市民をはじめ、広く親しまれ続けるためにも、植え替えの

必要性は高いと考えられる。 

・寺池公園の外周部（北側・東側・南側）の桜（ソメイヨシノ）は、

市内の桜の名所の一つとして、市民をはじめ、広く親しまれてい

るが、桜の寿命等により、植え替えが必要な時期が到来している。 

・毎年、桜の開花時期に、「さくらまつり」など、地区住民主体の

イベント等が行われている。 

・金剛地区が整備された当初に植えられた公園外周の桜（ソメイヨシノ）
の寿命が近づいており、市内の桜の名所の一つとして、市民をはじめ、

広く親しまれてきた風景を保全していくためにも、桜の植え替えの必
要性は高いと考えられる。 高 

西
部
公
園
エ
リ
ア
の
利
活
用 

西
部
公
園
エ
リ
ア
の
多
機
能
化 

⑤各種イベントや地形を活かした 

遊び場の創出 

・西部公園エリアにおいて、地区住民が主体となって定期的に行われている各種イベントの継続と

共に子どもの公園活用を促進する地形を活かした遊び場（斜面を使ったスベリ遊び場等）の創出は、

公園の利活用を促進する効果があると考えられる。 

・現在の地区住民の主体的な取組を踏まえ、地域主体による公園の使いこなし方を考えることが

必要となる。 

・西部公園エリアにおいては、地区住民主体のイベントが定期的に

実施されている。 

・不足する遊具を補完し、公園の利活用にもつながる、地形を活か

した子どもの遊び場の創出が求められている。 

・西部公園エリアにおいて、地区住民が主体となって既に行われている

各種イベントの継続と共に不足する遊具を補填する地形を活かした
遊び場（斜面を使ったスベリ遊び場等）の民間主導による創出は、
公園の利活用促進と共にコミュニティ形成にもつながることから必要

性は高いと考えられる。 

・地域主体による使いこなし方やソフト的取組による機能導入を目指す
必要があると考えられる。 

高 
（民間主体） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備 

⑥コミュニティ・交流施設 

（簡単に設置できるコンテナハウス等） 

・南西部公園エリア等における屋内コミュニティ施設（コンテナハウス）は、自然資源の活用を

主とした屋外レクリエーション・健康増進の場としての寺池公園において必要性は低いと考え

られる。 

・コミュニティ施設（集会施設）の設置検討については、特定の人や団体等のためではない開か

れた施設としての機能導入に留意する必要がある。 

・西部公園エリアにおいては、地区住民主体のイベントが定期的に

実施されている。 

・住民活動を活発化させる、屋内、或いは半屋内空間によるコミュ

ニティ・交流機能は整っていない。 

・南西部公園エリア等における屋内コミュニティ施設（コンテナハウス）
は、自然資源の活用を主とした屋外レクリエーション・健康増進の場

としての寺池公園において必要性は低いと考えられる。（地区住民アンケ

ートでも低い必要性評価となっている。） 

・コミュニティ・交流機能については、西部公園エリアで行われている

イベント等の地区住民の主体的な取組により育んでいくことが考えられる。 

低 

東
部
里
山
公
園
エ
リ
ア
の
再
整
備 

里
山･

木
漏
れ
日
広
場
整
備 +

 

林
間
カ
フ
ェ
等
の
整
備 

⑦木漏れ日広場、林間広場 

（音楽ライブ等のイベント、 

 間伐材を利用した遊具による 

遊び場等） 

・薄暗く人が寄り付かない東部里山公園エリアにおいて、そのイメージを刷新する木漏れ日広場・

林間広場の整備は、森林浴をはじめ、安全な子どもの遊び場、音楽ライブ等の多目的な利活用

促進が図れ、アフターコロナにおける屋外のコミュニケーションの場としても導入効果が高い

と考えられる。 

・現状の東部里山公園エリアは、うっそうとした樹木により薄暗く

防犯上問題があり、起伏も激しいため、子どもが遊ぶには安全上

も問題があり、活用目的が自然林の散策等の限定的なものとなっ

ている。 

・最近、ボランティアにより、樹木の伐採や下草刈りが行われており、

徐々に園内が明るく、安全になっている。 

・薄暗く起伏のある地形による防犯上・安全上の問題から人が寄り付か
なくなった東部里山公園エリアにおいて、そのイメージを刷新する

木漏れ日広場・林間広場の整備は、森林浴をはじめ、安全な子どもの
遊び場、音楽ライブ等の多目的な利活用促進が図れると共にアフター
コロナにおける屋外のコミュニケーションの場としても必要性は高いと

考えられる。（地区住民アンケートでも一定の必要性評価を得ている。） 

高 

⑧林間でのカフェやキッチンカー 

 の出店促進 

・上記の木漏れ日広場・林間広場の整備を前提とした場合の更なる利活用促進としての林間カフェ、

或いはキッチンカーの出店は、相乗効果が図られ、一定の導入効果があると考えられる。 

・導入機能（施設機能）の内容より、民間主体による機能導入となる。 

・カフェやキッチンカーの出店による飲食提供など、来街者を含め、

広く公園利用者を呼び込む魅力的な機能は提供出来ていない。 
・上記の木漏れ日広場・林間広場の整備を前提とした民間主体による林間

カフェ、或いはキッチンカーの出店により、公園利用の多目的化が

図られ、来街者も含めた更なる利活用促進につながることから一定

の必要性があると考えられる。（近隣市若者子育て世代アンケートでは高い必要性

評価を得ている。） 

中 
（民間主体） 

ト
イ
レ
等
の 

公
益
施
設
の
整
備 

⑨公衆トイレ、駐車場・駐輪場 

の整備 

・更なる利活用促進に向け、滞在時間の長時間化や来園者の誘致範囲を広げるための公衆トイレ、

駐車場・駐輪場の整備の必要性は高いと考えられる。 
・広範な寺池公園には、滞在時間の長時間化が図れる公衆トイレ、

や駐車場・駐輪場は提供出来ていない。 
・公衆トイレ、駐車場・駐輪場の整備は、公園滞在時間の長時間化や来園者

の誘致範囲の拡大により更なる利活用促進につながることから必要性

は高いと考えられる。 

・機能導入にあたっては、一定の平地が必要ともなることから上記の木漏
れ日広場・林間広場等の造成計画との連携・調整が必要となる。 

高 
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